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能美市社会見学マップ
の　　　み　　　し　　しゃ 　  かい　　けん　　がく 能

の み し

美市のがいよう
面
めん

　積
せき

　84.14㎢

　　　山
さんりん

林　約
やく

42％

　　　宅
たく

地
ち

　約
やく

15％

　　　農
のう

地
ち

　約
やく

22％

人
じん

　口
こう

　49,690人
にん

（令
れい

和
わ

5 年 2 月 1 日）

　　　男　24,638人

　　　女　25,052人

世
せ

帯
たい

数
すう

　19,739世
せ

帯
たい

地
ち

　形
けい

　　　高
たか

い山　揚
あげ

原
はらやま

山　486.7m

　　　長
なが

い川　手
て

取
どり

川
がわ

　72㎞

　　　　　　　（水
すいげん

源：白
はく

山
さん

　高
たか

さ2,702m）

　　　海
うみ

　日
にほんかい

本海
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目
もく

　　　次
じ

社
しゃ

会
かい

見
けん

学
がく

マップ

1 	 社
しゃ

会
かい

見
けん

学
がく

ガイドブックの使
つか

い方
かた

		 	 4

2 	 能
の

美
み

ふるさとミュージアム		 	 5

	 能
の

美
み

の誕
たん

生
じょう

（ 7 ）　国
くに

づくりと古
こ

墳
ふん

（ 8 ）　昭
しょう

和
わ

がいっぱい（ 9）

	 能
の

美
み

のしぜん（10）

3 	 秋
あき

常
つね

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

		 	11

	 秋
あき

常
つね

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

（13）　能
の

美
み

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

（14）

4 	 根
ね

上
あがり

学
がく

習
しゅう

センター		 	15

	 子
こ

ども宇
う

宙
ちゅう

科
か

学
がく

室
しつ

（17）

5 	 能
の

美
み

市
し

九
く

谷
たに

焼
やき

美
び

術
じゅつ

館
かん

		 	19

	 五
ご

彩
さい

館
かん

（21）　浅
あさ

蔵
くら

五
い

十
そ

吉
きち

記
き

念
ねん

館
かん

（23）　体
たい

験
けん

館
かん

（24）　職
しょく

人
にん

工
こう

房
ぼう

・研
けん

修
しゅう

所
じょ

（25）

	 九
く

谷
たに

陶
とう

芸
げい

村
むら

（26）

6 	 能
の

美
み

市
し

防
ぼう

災
さい

センター		 	27

	 どう命
いのち

や身
み

を守
まも

る（29）　水
すい

害
がい

の記
き

憶
おく

（30）

7 	 能
の

美
み

市
し

立
りつ

図
と

書
しょ

館
かん

		 	31

	 のみ電
でん

子
し

図
と

書
しょ

館
かん

（33）　根
ね

上
あがり

図
と

書
しょ

館
かん

　寺
てら

井
い

図
と

書
しょ

館
かん

　辰
たつのくち

口図
と

書
しょ

館
かん

（34）

8 	 いしかわ動
どう

物
ぶつ

園
えん

		 	35

	 トキ里
さと

山
やま

館
かん

（37）　「サスティナブル動
どう

物
ぶつ

園
えん

」（38）

9 	 北
ほく

陸
りく

先
せん

端
たん

科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

大
だい

学
がく

院
いん

大
だい

学
がく

		 39

	 附
ふ

属
ぞく

図
と

書
しょ

館
かん

（41）　

10	 能
の

美
み

市
し

の企
き

業
ぎょう

		 	43

	 日
に

本
ほん

海
かい

開
かい

発
はつ

（44）　翠
みどり

ヶ
が

丘
おか

浄
じょう

化
か

センター（45）　宮
みや

竹
たけ

用
よう

水
すい

（46）

	 小
こ

松
まつ

マテーレ（47）　JA能
の

美
み

（49）

11	 能
の

美
み

市
し

の特
とく

産
さん

品
ひん

		 	51

	 加
か

賀
が

丸
まる

いも（52）　いろいろな米
こめ

（53）　国
こく

造
ぞう

ゆず（54）

12	 能
の

美
み

市
し

の自
し

然
ぜん

と景
けい

観
かん

		 	55

	 ハマナス群
ぐん

生
せい

地
ち

（56）　手
て

取
どり

川
がわ

水
みず

辺
べ

プラザ（57）　七
なな

ツ滝
だき

（58）

	 灯
と だ し の

台笹湿
しっ

地
ち

（59）　蟹
がん

淵
ぶち

（60）　虚
こ

空
く

蔵
ぞう

山
やま

（61）　和
わ

田
だ

山
やま

（62）

３ 色
しょく

のカラーは、海
うみ

の青
あお

と山
やま

の緑
みどり

、

だいだいで九
く

谷
たに

焼
やき

の土
つち

をイメージし、

まちづくりのテーマである、海
うみ

・山
やま

・

川
かわ

の恵
めぐ

みや自
し

然
ぜん

・歴
れき

史
し

・文
ぶん

化
か

など多
た

様
よう

な資
し

源
げん

を有
ゆう

するこの地
ち

域
いき

が一
いっ

体
たい

的
てき

に発
はっ

展
てん

することを表
ひょう

現
げん

しています。

市
し

　章
しょう

社
しゃ

会
かい

見
けん

学
がく

ガイドブックの使
つか

い方
かた

　社
しゃ

会
かい

見
けん

学
がく

をする前
まえ

に、事
じ

前
ぜん

に見
けん

学
がく

先
さき

をある程
てい

度
ど

調
しら

べておくといいのだ。

　見
けん

学
がく

がとてもおもしろく、それに

ためになるのだ。
　さわったり、作

つく

ったり、その場
ば

で

体
たい

験
けん

できるものがあったらやってみ

るといいわ。

　見
けん

学
がく

して気
き

づいたことをもとに

じっくり考
かんが

えてみようね。

　「ここに注
ちゅう

目
もく

」は現
げん

地
ち

で必
かなら

ず見
み

てくる

といいポイントを示
しめ

しているわ。「調
しら

べてみよう」は疑
ぎ

問
もん

づくりや学
がく

習
しゅう

問
もん

題
だい

づくりの参
さん

考
こう

にしてね。SDGsの１７の

ゴールを考
かんが

えることもできるの。
能
の

美
み

市
し

公
こう

式
しき

キャラクター
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能
の

美
み

ふるさとミュージアム� （寺
てら

井
い

町
まち

）

縄
じ ょ う

文
も ん

体
た い

験
け ん

をしよう

古
こ

代
だい

人
じん

や昭
しょう

和
わ

の生
せい

活
かつ

と古
こ

墳
ふん

をさぐる

火
ひ

おこしなど手
て

軽
がる

に体
たい

験
けん

できるわよ。

何
なん

度
ど

でも行
い

きたくなる身
み

近
ぢか

な博
はく

物
ぶつ

館
かん

なのだ。

古
こ

代
だい

人
じん

にとって火
ひ

はとても大
たい

切
せつ

なものだった。「舞
まい

ぎり式
しき

」火
ひ

起
お

こ

し体
たい

験
けん

にチャレンジしてみよう。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

石
いし

川
かわ

県
けん

ではじめて旧
きゅう

石
せっ

器
き

時
じ

代
だい

の石
せっ

器
き

を発
はっ

見
けん

したのは、能
の

美
み

の

中
ちゅう

学
がく

生
せい

だった。展
てん

示
じ

室
しつ

では、石
いし

でつくった槍
やり

の先
さき

が展
てん

示
じ

されて

いる。その薄
うす

さを実
じっ

感
かん

したい。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

和
わ

田
だ

山
やま

のふもとにある「のみふる」だが、六
ろっ

角
かく

形
けい

の形
かたち

をした体
たい

験
けん

棟
とう

の建
たて

物
もの

に注
ちゅう

目
もく

。出
しゅつ

土
ど

品
ひん

の形
かたち

をイメージしてデザインしたものだ。

展
てん

示
じ

室
しつ

では、その「六
ろく

鈴
れい

鏡
きょう

」を見
み

つけてみ

たい。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

鉄
てつ

製
せい

の武
ぶ

器
き

や武
ぶ

具
ぐ

や農
のう

工
こう

具
ぐ

は、それまでの木
き

や銅
どう

で

作
つく

ったものとは比
くら

べ物
もの

にならないほどの威
い

力
りょく

があるも

のだった。能
の

美
み

市
し

では鉄
てつ

製
せい

の甲
かっ

冑
ちゅう

が 4つも出
しゅつ

土
ど

してい

る。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

昭
しょう

和
わ

の農
のう

家
か

の家
いえ

が再
さい

現
げん

されている。玄
げん

関
かん

を

入
はい

ると居
い

間
ま

があり、いろりを中
ちゅう

心
しん

に様
さま

々
ざま

な

道
どう

具
ぐ

が暮
く

らしの様
よう

子
す

を伝
つた

えてくれる。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

能
の

美
み

電
でん

の愛
あい

称
しょう

で根
ね

上
あがり

・寺
てら

井
い

・辰
たつのくち

口の旧
きゅう

3 町
ちょう

をつない

でいた電
でん

車
しゃ

コーナーだ。実
じつ

物
ぶつ

の電
でん

車
しゃ

のある「のみでん

広
ひろ

場
ば

」（倉
くら

重
しげ

町
まち

）とあわせて

見
み

てみたい。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく上

じょう

空
くう

からの全
ぜん

景
けい

石
せっ

器
き

火
ひ

起
お

こし体
たい

験
けん

鉄
てつ

製
せい

の甲
かっ

冑
ちゅう

電
でん

化
か

製
せい

品
ひん

が広
ひろ

まる前
まえ

のくらし 能
の

美
み

電
でん

が走
はし

っていた時
じ

代
だい
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データ

能美ふるさとミュージアム
電　　話	 0761-58-5250

開館時間	 9：00～17：00

休 館 日	 毎週月曜日		第3火曜日

	 （休日の場合翌日開館）

入 館 料	 高校生以下　無料

メ　　モ	 歴史の広場とすぱーく

寺井（予約必要）で休憩

できる。 SDGsへの取り組み

能
の

美
み

ふるさとミュージアムの横
よこ

幕
まく

さんの話
はなし

　能
の

美
み

ふるさとミュージアムは、能
の

美
み

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

の貴
き

重
ちょう

な出
しゅつ

土
ど

品
ひん

をはじめとして、歴
れき

史
し

や自
し

然
ぜん

について学
まな

んで未
み

来
らい

へ

つないでいく博
はく

物
ぶつ

館
かん

をめざしています。

　見
けん

学
がく

では、事
じ

前
ぜん

に「のみふる」の展
てん

示
じ

物
ぶつ

をある程
てい

度
ど

調
しら

べ

ておくといいです。実
じつ

物
ぶつ

をみると興
きょう

味
み

が一
いっ

層
そう

わいてくる

でしょう。展
てん

示
じ

物
ぶつ

をよく見
み

て観
かん

察
さつ

して気
き

づいたことをメ

モしておこう。当
とう

時
じ

の人
ひと

々
びと

の様
よう

子
す

や今
いま

のくらしとのちが

いを考
かんが

えてみてください。

　体
たい

験
けん

できることもこの博
はく

物
ぶつ

館
かん

の特
とく

徴
ちょう

です。ぜひ、やっ

てみてください。

エントランスホールの地
ち

図
ず

エントランスは航
こう

空
くう

写
しゃ

真
しん

のフロアーだ。QRコードで自
じ

分
ぶん

の住
す

んでいる場
ば

所
しょ

を確
かく	にん

認してみよう。

秋
あき

常
つね

山
やま

1 号
ごう

墳
ふん

のジオラマ

「造
つくり	だし

出」（写真手前）とよばれる約10ｍ四
し

方
ほう

では、儀
ぎ	れい

礼が行
おこな

われていたようだ。

「能
の

美
み

」と書
か

かれた土
ど

器
き

（復
ふく げん

元）

縄
じょう

文
もん

土
ど

器
き

弥
や よ い

生土
ど

器
き

六
ろく

鈴
れい

鏡
きょう

直
ちょっ

径
けい

10. 4 ㎝の鏡
かがみ

。ふちに 6個
こ

の鈴
すず

がついている。中
ちゅう

央
おう

に

ひもを通
とお

す穴
あな

があけられている。鏡
かがみ

の文
もん

様
よう

にも注
ちゅう

目
もく

して

みよう。（京
きょう

都
と

国
こくりつ

立博
はくぶつかん

物館所
しょぞう

蔵）

能
の

美
み

の誕
たん

生
じょう

能
の

美
み

ふるさとミュージアム 国
くに

づくりと古
こ

墳
ふん

エントランスホールのフロアーに大
おお

きな

能
の

美
み

市
し

の航
こう

空
くう

写
しゃ

真
しん

が足
あし

元
もと

に広
ひろ

がっている

のだ。

能
の

美
み

が誕
たん

生
じょう

するまでの展
てん

示
じ

室
しつ

にさっそく

入
はい

ってみよう。思
おも

ったよりうす暗
ぐら

い。古
こ

代
だい

に入
はい

り込
こ

んでいく感
かん

じで、静
しず

かなのだ。

これは、秋
あき

常
つねやま

山 １ 号
ごう

墳
ふん

のジオラマなの

だ。

上
うえ

から見
み

ると、墳
ふんきゅう

丘が 3 段
だん

に積
つ

み上
あ

げ

られ、ふき石
いし

が並
なら

べられているようす

がよくわかるのだ。

前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

の和
わ

田
だ

山
やま

5 号
ごう

墳
ふん

の出
しゅつ

土
ど

品
ひん

は、

必
ひっ

見
けん

なのだ。 2
ふ た り

人の兄
きょう

弟
だい

をほうむった

ものなのだ。鉄
てつ

の武
ぶ

器
き

、武
ぶ

具
ぐ

など豊
ほう

富
ふ

な副
ふく

葬
そう

品
ひん

にびっくりなのだ。

対象：６年生

調
しら

べてみよう

・どんな石
せっ

器
き

でつくられた道
どう

具
ぐ

があるでしょうか。

・縄
じょう

文
もん

人
じん

は、どんな調
ちょう

理
り

をしていたでしょうか。

・縄
じょう

文
もん

土
ど

器
き

と弥
やよい

生土
ど

器
き

のちがいを調
しら

べてみよう。

・古
こ

墳
ふん

の出
しゅつ

土
ど

品
ひん

から人
ひと

々
びと

の生
せい

活
かつ

を想
そう

像
ぞう

してみよう。

・「能
の

美
み

」の地
ち

名
めい

は、いつ頃
ごろ

、誕
たん

生
じょう

したでしょうか。

・「能
の

美
み

」と名
な

づけられたのは、どんな意
い

味
み

があるか予
よ

想
そう

してみ

よう。

秋
あき

常
つね

山
やま

１ 号
ごう

墳
ふん

の前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

や和
わ

田
だ

山
やま

5

号
ごう

墳
ふん

の鉄
てつ

の武
ぶ

具
ぐ

の出
しゅつ

土
ど

品
ひん

から、「加
か

賀
が

の

王
おう

」とヤマトの王
おう

権
けん

との関
かん

係
けい

が深
ふか

かった

ことが予
よ

想
そう

できるよ。国
くに

がどうやって

できたかがわかってきそうだわ。

副
ふく

葬
そう

品
ひん

を見
み

ていると当
とう

時
じ

の人
ひと

たちの生
せい

活
かつ

や政
せい

治
じ

の様
よう

子
す

がわかるね。六
ろく

鈴
れい

鏡
きょう

は

和
わ

田
だ

山
やま

１ 号
ごう

墳
ふん

から出
しゅつ

土
ど

したわ。デザイ

ンがステキでしょう。鏡
かがみ

の表
おもて

はピカピ

カしていたでしょうね。

縄
じょう

文
もん

人
じん

がどのように調
ちょう

理
り

していたかを

再
さい

現
げん

した動
どう

画
が

があるわよ。「縄
じょう

文
もん

鍋
なべ

」の

土
ど

器
き

などの道
どう

具
ぐ

の使
つか

い方
かた

に注
ちゅう

目
もく

してね。

弥
や よ い

生時
じ

代
だい

になると米
こめ

作
づく

りがさかんに

なったのだ。お米
こめ

は、どうやって食
た

べ

ていたのだ？。弥
や よ い

生土
ど

器
き

の使
つか

い方
かた

にヒ

ントがあるからよく見
み

るのだ。なるほ

どと思
おも

うぞ。

「能
の

美
み

」とスミで書
か

いた土
ど

器
き

は、必
ひっ

見
けん

だ

わ。平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

のものだよ。

これが「能
の

美
み

」と漢
かん

字
じ

で書
か

かれたものと

して一
いち

番
ばん

古
ふる

いものだよ。

造
つくり

出
だし
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ノミコビトがでてくるプロジェクションマッピング

山
やま

から海
うみ

までいろいろな生
い

きものがいるジオラマ

音
おん

声
せい

ガイド スイッチをおすと

においがかげる。

能
の

美
み

のしぜん

居
い ま

間のまん中
なか

にあるいろりには、黒
くろ

光
びか

りする鉄
てつ

びんがさがっているね。上
あ

げ

たり下
さ

げたりできるカギに下
さ

げられて

いるよ。これを自
じ

在
ざい

カギとよぶんだね。

山
やま

では、池
いけ

のまわりの木
き

の上
うえ

にたまご

をうむ、めずらしいカエルがいるのだ。

池
いけ

のようすをのぞいてみるのだ。

対象：１,２年生

調
しら

べてみよう

・のみ市
し

は、山
やま

から海
うみ

までにどんな生
い

きものがいるかしらべて

みよう。

・生
い

きものが、なにをしているかを話
はな

しあいましょう。

海
うみ

のちかくでは、おやどりがエサをは

こんできたり、たまごをまもったりす

るようすがみられるよ。

音
おん

せいガイドやにおいの出
で

るて

んじでは、耳
みみ

やはなや目
め

をつかっ

て学
まな

ぼうね。

げんかんの大
おお

きな太
たい

こが目
め

にとびこん

できたよ。「ドンドン　ドンドン」とた

たいて、村
むら

のお知
し

らせをしたんだって。

今
いま

ではぼうさい無
む

線
せん

だね。

うす暗
ぐら

い居
い ま

間は、はだか電
でん

球
きゅう

2 つだけ

なのだ。よく見
み

ると電
でん

化
か

製
せい

品
ひん

はなにも

ないのだ。

いろいろな道
どう

具
ぐ

がならんでいるから、何
なに

に使
つか

ったのか予
よ

想
そう

しながら説
せつ

明
めい

を聞
き

く

といいのだ。

ようこそ。

かわいいノミコビトたちが、のみ市
し

の

しぜんやれきしをしょうかいするのだ。

のみ市
し

は、山
やま

から海
うみ

までのしぜんがいっ

ぱいあるのだ。

山
やま

や川
かわ

や海
うみ

べにはめずらしい生
い

きもの

やしょくぶつがいるのだ。

いろりのまわりで食
しょく

事
じ

や仕
し

事
ごと

をしたの

だ。昔
むかし

のテーブルやイスのない生
せい

活
かつ

と

現
げん

在
ざい

の生
せい

活
かつ

をくらべて話
はな

し合
あ

うのだ。

SDGsへの取り組み

桶
おけ

胴
どう

太
だい

鼓
こ

タテ135㎝　直
ちょっ

径
けい

79㎝の大きな太
たい

鼓
こ

だ。玄
げん

関
かん

やのき先
さき

につ

るした。まつりや虫
むし

送
おく

りでもたたいた。

いろりのある居
い

間
ま

板
いた

の間
ま

の中
ちゅう

央
おう

にいろりがある。

QRコードの音
おん	せい

声ガイドを聞
き

くと

むかしの生
せい

活
かつ

がよくわかる。

昭
しょう

和
わ

がいっぱい

対象：３年生

調
しら

べてみよう

・今
いま

と昔
むかし

の道
どう

具
ぐ

を比
くら

べ、どんな変
へん

化
か

をしてきたか調
しら

べてみよう。

・昔
むかし

の道
どう

具
ぐ

はどんな材
ざい

料
りょう

で作
つく

られているか調
しら

べてみよう。
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秋
あき

常
つね

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

� （秋
あき

常
つね

町
まち

）

巨
き ょ

大
だ い

な古
こ

墳
ふ ん

から歴
れ き

史
し

のロマン

ダイナミックな古
こ

墳
ふん

に登
のぼ

ろう

北
ほく

陸
りく

で最
さい

大
だい

級
きゅう

の迫
はく

力
りょく

ある前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

なのだ。

２つある古
こ

墳
ふん

の違
ちが

いを歩
ある

いて確
たし

かめたいね。

全
ぜん

長
ちょう

140ｍ、高
たか

さ20ｍの秋
あき

常
つね

山
やま

1

号
ごう

墳
ふん

。古
こ

代
だい

人
じん

になったつもりで

登
のぼ

ってみよう。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

2 号
ごう

墳
ふん

の頂
ちょう

上
じょう

には埴
はにわ

輪（復
ふく

元
げん

）がならび、この下
した

には、展
てん

示
じ

室
しつ

がある。

2号
ごう

墳
ふん

からは和
わ

田
だ

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

と末
まつ

寺
じ

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

が目
め

の前
まえ

に見
み

える。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

展
てん

示
じ

室
しつ

のドアを開
あ

けて中
なか

に入
はい

ると、古
こ

墳
ふん

の説
せつ

明
めい

と埋
まい

葬
そう

施
し

設
せつ

が復
ふく

元
げん

されている。必
ひっ

見
けん

だ！

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

日
に

本
ほん

海
かい

と金
かな

沢
ざわ

平
へい

野
や

を見
み

わた

せる。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

1 号
ごう

墳
ふん

には「ふき石
いし

」とよばれ

る河
か

原
わら

石
いし

が並
なら

べられている。

40万
まん

個
こ

あったといわれる。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

2 号
ごう

墳
ふん

のとなりには能
の

美
み

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

の全
ぜん

体
たい

がわかる航
こう

空
くう

写
しゃ

真
しん

と陶
とう

板
ばん

の模
も

型
けい

がある。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

ふき石
いし

1 号
ごう

墳
ふん

の頂
ちょう

上
じょう

からのながめ 能
の

美
み

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

の案
あん

内
ない

板
ばん

2 号
ごう

墳
ふん

の展
てん

示
じ

室
しつ

入
い

り口
ぐち

のドア

1 号
ごう

墳
ふん

2 号
ごう

墳
ふん
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データ

秋常山古墳群
連 絡 先	 能美ふるさとミュージアム

電　　話	 0761-58-5250

開　　館	 ２号墳の展示室は冬季間閉鎖

交　　通	 駐車場有（バス可）

メ　　モ	 となりの西

	 山古墳群は

	 現在整備中)

SDGsへの取り組み

能
の

美
み

ふるさとミュージアムの菅
すが

原
はら

さんの話
はなし

　古
こ

墳
ふん

に埋
まい

葬
そう

されている人
ひと

は、能
の

美
み

の地
ち

をおさめていた

首
しゅ

長
ちょう

や重
じゅう

要
よう

な人
じん

物
ぶつ

です。

　古
こ

墳
ふん

や古
こ

墳
ふん

から出
で

てきたものを調
しら

べると古
こ

墳
ふん

をつ

くった頃
ころ

の世
よ

の中
なか

や人
ひと

々
びと

のくらしの様
よう

子
す

がわかります。

当
とう

時
じ

の人
ひと

々
びと

は、私
わたし

たちが想
そう

像
ぞう

する以
い

上
じょう

に、知
ち

恵
え

があって

文
ぶん

化
か

や技
ぎ

術
じゅつ

が発
はっ

達
たつ

していました。

上
じょう

空
くう

から見
み

た 2 つの古
こ

墳
ふん

空
そら

から見
み

た能
の

美
み

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

2 号
ごう

墳
ふん

からの出
しゅつ ど ひん

土品 能
の

美
み

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

のうつりかわり

秋
あき

常
つね

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

能
の

美
み

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

空
そら

から見
み

た秋
あき

常
つね

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

なのだ。 １ 号
ごう

墳
ふん

は、前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

なのだ。 2 号
ごう

墳
ふん

は方
ほう

墳
ふん

で、

形
かたち

が違
ちが

うのだ。

手
て

取
どり

川
がわ

の扇
せん

状
じょう

地
ち

の田
た

んぼや住
じゅう

宅
たく

の中
なか

に

小
こ

高
だか

い丘
おか

が並
なら

んでいるのだ。 3 ～ 6 世
せい

紀
き

終
お

わりごろにかけての約
やく

350年
ねん

間
かん

、こ

こに古
こ

墳
ふん

がつくられたのだ。

いろんな形
かたち

の古
こ

墳
ふん

があっておもしろい

のだ。時
じ

代
だい

によって古
こ

墳
ふん

の形
かたち

を変
か

えて

いるのはなぜかな。

秋
あき

常
つね

山
やま

のほかにも寺
てら

井
い

山
やま

・和
わ

田
だ

山
やま

・末
まつ

寺
じ

山
やま

・西
にし

山
やま

に古
こ

墳
ふん

があるのだ。

調
しら

べてみよう

・秋
あき

常
つね

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

の2つの古
こ

墳
ふん

の違
ちが

いは何
なに

か調
しら

べてみよう。

・どんな人
ひと

がほうむられているか調
しら

べてみよう。

・秋
あき

常
つね

山
やま

２号
ごう

墳
ふん

にはどんな出
しゅつ

土
ど

品
ひん

があるか調
しら

べてみよう。

・なぜ、大
おお

きな古
こ

墳
ふん

をつくったのか調
しら

べてみよう。

・大
やまと

和の王
おう

権
けん

とはどんな関
かん

係
けい

だったか調
しら

べてみよう。

能
の

美
み

市
し

には約
やく

１30基
き

の古
こ

墳
ふん

が見
み

つかって

いるよ。古
こ

墳
ふん

は、山
やま

の上
うえ

のながめの良
よ

いところにつくられているよ。

前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

は和
わ

田
だ

山
やま

にもあるよ。大
おお

き

さが違
ちが

うけど副
ふく

葬
そう

品
ひん

がすごいらしいよ。

かつては神
じん

社
じゃ

が立
た

っていて、畑
はたけ

にもなっ

ていたの。発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

の後
あと

は、古
こ

墳
ふん

が造
つく

られた当
とう

時
じ

の姿
すがた

に直
なお

したり、今
いま

のよう

にこわれない工
く

夫
ふう

をしたりして、みん

なが見
けん

学
がく

できるようにしたんだよ。

前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

の １ 号
ごう

墳
ふん

へは、後
こう

円
えん

部
ぶ

の東
ひがし

側
がわ

と農
のう

村
そん

公
こう

園
えん

からの 2 つコースがあるの

だ。後
こう

円
えん

部
ぶ

の頂
ちょう

上
じょう

はヘリポートのような

のだ。方
ほう

位
い

がわかるようになっているの

で、それぞれの方
ほう

角
がく

の景
け

色
しき

を見
み

るのだ。

支
し

配
はい

者
しゃ

の気
き

分
ぶん

になれるかも。

出
しゅつ

土
ど

品
ひん

は、能
の

美
み

ふるさとミュージアム

にあるのだ。古
こ

墳
ふん

と合
あ

わせて見
み

るとよ

くわかるのだ。

秋
あき

常
つね

山
やま

2 号
ごう

墳
ふん

は、埋
まい

葬
そう

された場
ば

所
しょ

と副
ふく

葬
そう

品
ひん

が調
ちょう

査
さ

した時
とき

の様
よう

子
す

のまま展
てん

示
じ

さ

れているよ。展
てん

示
じ

室
しつ

の中
なか

からも外
そと

から

も見
み

ることができるよ。必
ひっ

見
けん

だね！

秋
あき

常
つね

山
やま

1 号
ごう

墳
ふん

2 号
ごう

墳
ふん

末
まつ

寺
じ

山
やま

西
にし

山
やま

和
わ

田
だ

山
やま

対象：６年生
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根
ね

上
あがり

学
がく

習
しゅう

センター� （大
たい

成
せい

町
まち

）

生
し ょ う

涯
が い

を通
つ う

じた学
が く

習
し ゅ う

教
きょう

育
いく

・文
ぶん

化
か

の拠
きょ

点
てん

たくさんの本
ほん

、いろいろな種
しゅ

類
るい

の本
ほん

がみられるのだ。

根
ね

上
あがり

いん石
せき

について勉
べん

強
きょう

できるのよ。

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

サロン

格
かく

調
ちょう

高
たか

い和
わ

洋
よう

折
せっ

衷
ちゅう

の応
おう

接
せつ

会
かい

議
ぎ

室
しつ

。姉
し

妹
まい

都
と

市
し

や

姉
し

妹
まい

校
こう

、県
けん

内
ない

在
ざい

住
じゅう

の外
がい

国
こく

人
じん

の方
かた

々
がた

と国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

を図
はか

る施
し

設
せつ

である。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

子
こ

ども宇
う

宙
ちゅう

科
か

学
がく

室
しつ

いん石
せき

をはじめ、宇
う

宙
ちゅう

や天
てん

体
たい

について学
がく

習
しゅう

する

施
し

設
せつ

である。根
ね

上
あがり

いん石
せき

も展
てん

示
じ

されている。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

ガレリア

エントランスから入
はい

ったところにあるホール。月
つき

ごとに書
しょ

道
どう

や水
すい

墨
ぼく

画
が

など様
さま

々
ざま

な作
さく

品
ひん

が展
てん

示
じ

されて

いる。

ガレリア奥
おく

には、ラウンジやフリースペースがあ

る。中
ちゅう

学
がく

生
せい

や高
こう

校
こう

生
せい

をはじめとする多
おお

くの市
し

民
みん

の

自
みずか

らの学
まな

びの場
ば

として利
り

用
よう

されている。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

根
ね

上
あがり

学
がく

習
しゅう

センター外
がい

観
かん

根
ね

上
あがり

総
そう

合
ごう

文
ぶん

化
か

会
かい

館
かん

（タント）

横
よこ

にある「根
ね

上
あがり

学
がく

習
しゅう

セン

ター」。能
の

美
み

市
し

の教
きょう

育
いく

文
ぶん

化
か

ゾーンとしての一
いち

翼
よく

を担
にな

っ

ている。子
こ

ども宇
う

宙
ちゅう

科
か

学
がく

室
しつ

と根
ね

上
あがり

図
と

書
しょ

館
かん

を合
あ

わせた複
ふく

合
ごう

施
し

設
せつ

である。展
てん

示
じ

室
しつ

では

根
ね

上
あがり

いん石
せき

に注
ちゅう

目
もく

！
こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

根
ね

上
あがり

図
と

書
しょ

館
かん

15万
まん

冊
さつ

の蔵
ぞう

書
しょ

を持
も

つ、能
の

美
み

市
し

で一
いち

番
ばん

おおきな図
と

書
しょ

館
かん

。

本
ほん

の閲
えつ

覧
らん

や貸
かし

出
だし

のほか、DVDの貸
かし

出
だし

もしている。

能
の

美
み

市
し

ゆかりの有
ゆう

名
めい

人
じん

の本
ほん

も見
み

る

ことができる。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

松
しょう

海
かい

庵
あん

日
に

本
ほん

の伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

を体
たい

験
けん

できる施
し

設
せつ

。文
ぶん

化
か

祭
さい

などの行
ぎょう

事
じ

に活
かつ

用
よう

されている。霊
れい

峰
ほう

白
はく

山
さん

を望
のぞ

む

屋
おく

上
じょう

庭
てい

園
えん

は一
いっ

見
けん

の価
か

値
ち

あり。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく
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データ

根上学習センター
連 絡 先	 根上学習センター

	 0761-55-8560

交　　通	 駐車場有（バス可）
SDGsへの取り組み

いん石
せき

が直
ちょく

撃
げき

した自
じ

動
どう

車
しゃ

プラネタリウム

根
ね

上
あがり

いん石
せき

月
つき

の満
み

ち欠
か

け模
も

型
けい

ガリレオクラブ（液
えき

体
たい

窒
ちっ

素
そ

による実
じっ

験
けん

）

地
ち

球
きゅう

儀
ぎ

子
こ

ども宇
う

宙
ちゅう

科
か

学
がく

室
しつ

これが１995年
ねん

の深
しん

夜
や

、能
の

美
み

市
し

根
ね

上
あがり

地
ち

区
く

の民
みん

家
か

の自
じ

動
どう

車
しゃ

のボンネットに落
お

ちた

いん石
せき

なのよ。

それで「根
ね

上
あがり

いん石
せき

」という名
な

前
まえ

が付
つ

い

たのね。

小
しょう

学
がく

生
せい

を対
たい

象
しょう

にした、科
か

学
がく

実
じっ

験
けん

教
きょう

室
しつ

も

開
かい

催
さい

しているのよ。なぜ？どうして？

などの疑
ぎ

問
もん

を大
たい

切
せつ

に、課
か

題
だい

を解
かい

決
けつ

する

実
じっ

験
けん

に取
と

り組
く

んでいるわ。

直
ちょっ

径
けい

6 メートルのドーム型
がた

プラネタリ

ウムなのよ。地
ち

球
きゅう

上
じょう

のどの時
じ

代
だい

、どこの

場
ば

所
しょ

の夜
よ

空
ぞら

でも自
じ

由
ゆう

に再
さい

現
げん

できるのよ。

その他
ほか

にも園
えん

児
じ

対
たい

象
しょう

のプログラムをは

じめ、子
こ

ども向
む

け、小
しょう

学
がっ

校
こう

中
ちゅう

・高
こう

学
がく

年
ねん

向
む

けなどいろいろなプログラムが準
じゅん

備
び

されているのよ。

プログラムの内
ない

容
よう

は、天
てん

文
もん

科
か

学
がく

9 、科
か

学
がく

番
ばん

組
ぐみ

７ 、学
がく

習
しゅう

番
ばん

組
ぐみ

5 、アニメーション

４ 、ファンタジー 2 と、いろいろそろっ

ているのよ。

調
しら

べてみよう

・いん石
せき

はどのような色
いろ

や形
かたち

をしているでしょうか。そし

て、重
おも

さはどれくらいでしょうか。

・いん石
せき

はどの方
ほう

角
がく

からどのような角
かく

度
ど

で自
じ

動
どう

車
しゃ

を直
ちょく

撃
げき

し

たのでしょうか。

・いん石
せき

を調
しら

べることでどんなことがわかるのでしょうか。

・月
つき

が地
ち

球
きゅう

の周
まわ

りをまわっているとき、いつも同
おな

じ面
めん

を地
ち

球
きゅう

側
がわ

に向
む

けています。これはどうしてでしょうか。

地
ち

球
きゅう

の約
やく

１ 千
せん

万
まん

分
ぶん

の １ の大
おお

きさの地
ち

球
きゅう

なのだ。

なぜ地
ち

球
きゅう

はかたむいた状
じょう

態
たい

で、みずか

らが回
まわ

っているのだろう？それによっ

て地
ち

球
きゅう

でどんなことが起
お

こっているの

だろうか？

いん石
せき

が自
じ

動
どう

車
しゃ

に落
お

ちた例
れい

は世
せ

界
かい

の中
なか

でもとてもめずらしいのだ。

赤
あか

色
いろ

の棒
ぼう

を観
かん

察
さつ

すると、いん石
せき

がボン

ネットを直
ちょく

撃
げき

した角
かく

度
ど

や方
ほう

角
がく

がわかる

のだ。

模
も

型
けい

に座
すわ

って、観
かん

察
さつ

穴
あな

からのぞくと月
つき

の満
み

ち欠
か

けを体
たい

験
けん

できるのだ。どうし

て月
つき

の形
かたち

が変
か

わるのかわかってきそう

なのだ。

説
せつ

明
めい

を読
よ

むと新
しん

月
げつ

、上
じょう

弦
げん

の月
つき

、満
まん

月
げつ

、下
か

弦
げん

の月
つき

の見
み

え方
かた

のちがいがわかるのだ。

赤いぼう
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世
せ

界
か い

に誇
ほ こ

る
九

く

谷
た に

焼
や き

を体
た い

験
け ん

！

九
く

谷
たに

焼
やき

のテーマパーク

九
く

谷
たに

焼
やき

は360年
ねん

以
い

上
じょう

の歴
れき

史
し

と伝
でん

統
とう

があるのだ。

体
たい

験
けん

したり、見
けん

学
がく

したりして学
まな

べるわ。

建
たて

物
もの

正
しょう

面
めん

の

表
ひょう

示
じ

｜職
しょく

人
にん

工
こう

房
ぼう

｜

の入
いり

口
ぐち

能
の み し

美市九
く

谷
たに

焼
やき

美
び

術
じゅつ

館
かん

　｜体
たいけん

験館
かん

｜

上
うわ	え	つけ

絵付は、仕
し 	 あ

上がりをイメージできる洋
よう

絵
えのぐ

具

を使
つか

えば、絵
え つ

付け体
たいけん

験が気
き

軽
がる

にできる。絵
え

筆
ふで

を持
も

てば職
しょく

人
にん

気
き

分
ぶん

だ。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

九
く

谷
たに

陶
とうげい

芸村
むら

九
く

谷
たに

焼
やき

関
かんけい

係の10社
しゃ

の専
せんもんてん

門店が並
なら

んで

いる。ショッピングができる。春
はる

と

秋
あき

の九
く

谷
たに

茶
ちゃわん

碗まつりなどの会
かい

場
じょう

にも

なっている。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

能
の み し

美市九
く

谷
たに

焼
やき

美
び

術
じゅつ

館
かん

　｜五
ご さい

彩館
かん

｜

「紺
こん

青
じょう

」「朱
あ か

赤」「紫
むらさき

」「緑
みどり

」「黄
き

」の五
ご

彩
さい

に色
いろ

分
わ

けされた 5つの展
てん

示
じ

室
しつ

。九
く

谷
たに

焼
やき

の歴
れき

史
し

がよくわかる。最
さいこう

高技
ぎ

術
じゅつ

の伝
でんとうこうげい

統工芸の流
なが

れがつかめる。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

「色
いろえかちょうずおおひらばち

絵花鳥図大平鉢」

九
く たに

谷庄
しょう

三
ざ

能
の み し

美市の宝
たから

の一
ひと

つだ。こ

の作
さくひん

品をつくった人
ひと

こそ

能
の み し

美市の九
く

谷
たに

焼
やき

の道
みち

を切
き

り

開
ひら

いた。「ジャパンクタニ」

もあわせて見
み

たい。

こ
こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

能
の み し

美市九
く

谷
たに

焼
やき

美
び

術
じゅつ

館
かん

　｜職
しょく

人
にん

工
こうぼう

房｜

若
わか

い九
く	たに	やき

谷焼の作
つく

り手
て

のためにつくられ

た。目
め

の前
まえ

で九
く	たに	やき

谷焼をつくるようすを見
み

ることができる。つくられた作
さくひん

品は展
てん

示
じ

・販
はん	ばい

売されている。ドアに「気
き

軽
がる

にお

声
こえ

かけください」と書
か

いているのはうれ

しい。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

能
の

美
み

市
し

九
く

谷
たに

焼
やき

美
び

術
じゅつ

館
かん

� （泉
いずみ

台
だい

町
まち

）

通
つう

称
しょう

：KAM（カム）�The Kutani porcelain Art Museum
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データ

KAM能美市九谷焼美術館 
｜五彩館｜
電　　話	 0761-58-6100

Ｆ Ａ Ｘ	 0761-58-6086

住　　所	 能美市泉台町南56

開館時間	 9：00～17：00

休 館 日	 毎週月曜日

入 館 料	 大人：430円

	 高校生以下：無料 SDGsへの取り組み

能
の み し

美市九
く

谷
たに

焼
やき

美
び

術
じゅつ

館
かん

の宮
みややま

山さんの話
はなし

　九
く

谷
たに

焼
やき

は、始
はじ

まりが1655年
ねん

。およそ365年
ねん

の歴
れき

史
し

を

持
も

っています。能
の み し

美市には、九
く

谷
たに

作
さっ

家
か

・職
しょく

人
にん

・販
はんばいしゃ

売者が

多
おお

くいます。能
の み し

美市は「九
く

谷
たに

焼
やき

のまち」として全
ぜんこく

国に知
し

ら

れています。

　今
いま

も九
く

谷
たに

焼
やき

は、高
こう

級
きゅう

品
ひん

というイメージがあります。美
び

術
じゅつ

品
ひん

としても高
たか

く評
ひょう

価
か

されています。これは、長
なが

い歴
れき	し

史

の中
なか

で伝
でんとうてき

統的な高
たか

い技
ぎ

術
じゅつ

が受
う

け継
つ

がれてきたからです。

　｜五
ご

彩
さい

館
かん

｜では、九
く

谷
たに

焼
やき

の歴
れき

史
し

や制
せいさく

作工
こうてい

程を皆
みな

さんに

知
し

ってもらいたいです。

九
く

谷
たに

五
ご

彩
さい

で ５ つの展
てん

示
じ

室
しつ

の案
あん

内
ない

歴
れき

史
し

と高
こう

度
ど

な美
び

術
じゅつ

品
ひん

が並
なら

ぶ「紺
こん

青
じょう

の間
ま

」

つくり方
かた

と技
わざ

がわかる「黄
き

色
いろ

の間
ま

」

「ジャパンクタニ」が並
なら

ぶ「朱
あ

赤
か

の間
ま

」

欧
おう

米
べい

のマント

ルピース（だん

ろ）をかざった

九
く

谷
たに

焼
やき

（ジオラ

マ再
さい

現
げん

）

九
く

谷
たに

焼
やき

のつくり方
かた

と伝
でんとう

統の技
わざ

九
く

谷
たに

焼
やき

ヒストリーと名
めいひん

品の誕
たん

生
じょう

KAM　能
の み し

美市九
く

谷
たに

焼
やき

美
び

術
じゅつ

館
かん

｜五
ご

彩
さい

館
かん

｜　｜五
ご

彩
さい

館
かん

｜の玄
げんかん

関からエントランス

ホールに入
はい

ると、 5 つに色
いろ

分
わ

けされた

大
おお

きな矢
や

印
じるし

があるわ。

　九
く

谷
たに

焼
やき

の特
とく

ちょうの上
うわ

絵
え

の五
ご

彩
さい

がデ

ザインされているのよ。矢
や

印
じるし

の先
さき

には、

どんな展
てん

示
じ

室
しつ

があるのかしら。「黄
き

色
いろ

の

間
ま

」から行
い

きましょうね。

　九
く

谷
たに

焼
やき

の絵
え の ぐ

具には和
わ

絵
え の ぐ

具と洋
よう

絵
え の ぐ

具が

あるのね。和
わ

絵
え の ぐ

具は、焼
や

くと色
いろ

が変
か

わ

るからおどろきなの。展
てん

示
じ

でぜひ確
たし

か

めたいね。

　「紺
こん

青
じょう

の間
ま

」に来
き

ました。九
く

谷
たに

焼
やき

は江
え ど

戸

時
じ

代
だい

のはじめ、加
か が

賀の大
だい

聖
しょう

寺
じ

藩
はん

九
く

谷
たに

村
むら

で

生
う

まれて、と絶
だ

えてしまったのね。古
こ く

九

谷
たに

というわ。

　デザインが大
だいたん

胆で生
い

き生
い

きしてい

るわ。

　能
の み し

美市の九
く

谷
たに

焼
やき

の基
き そ

礎をつくったの

は、斎
さい

田
だ

道
どう

開
かい

と九
く  た に

谷庄
しょう

三
ざ

だわ。「朱
あ か

赤の

間
ま

」には 2 人の作
さくひん

品が展
てん

示
じ

されている

の。ぜひ見
み

てね。九
く

谷
たに

茶
ちゃわん

碗まつりは、 2

人をおまつりすることから始
はじ

まってい

るわ。

調
しら

べてみよう

・九
く	たに	やき

谷焼はどのようにつくられるか調
しら

べてみよう。

・九
く	たに	やき

谷焼の絵
えのぐ

具や筆
ふで

などの使
つか

い方
かた

を調
しら

べてみよう。

・九
く	たに	やき

谷焼の歴
れき	し

史を画
が

風
ふう

とともに調
しら

べてみよう。

・「ジャパンクタニ」がなぜ有
ゆうめい

名になったのか。明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の画
が

工
こう

や商
しょう

人
にん

を調
しら

べてみよう。

　五
ご

彩
さい

とは朱
あ か

赤・黄
き

・緑
みどり

・紫
むらさき

・紺
こん

青
じょう

なのだ。

九
く

谷
たに

焼
やき

は何
なん

といっても上
うわ

絵
え

付
つけ

の技
ぎ

術
じゅつ

の

高
たか

さがすばらしいのだ。

　「黄
き

色
いろ

の間
ま

」では、九
く

谷
たに

焼
やき

のつくり方
かた

がよくわかるのだ。実
じつぶつ

物のふでや道
どう

具
ぐ

があったり、ビデオの説
せつめい

明があったり

して、見
けん

学
がくしゃ

者に親
しんせつ

切なのだ。

　江
え ど

戸時
じ

代
だい

の後
こう

期
き

になって、九
く

谷
たに

焼
やき

はよ

みがえったのだ。○○風
ふう

といっていろ

いろな画
が

風
ふう

・デザインが生
う

まれたのだ。

作
つく

られた場
ば

所
しょ

や人
ひと

の名
な

前
まえ

がついている

のだ。

　「ジャパンクタニ」は、明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

にヨー

ロッパ中
ちゅう

心
しん

に、九
く

谷
たに

焼
やき

の輸
ゆ

出
しゅつ

品
ひん

に名
な

づけ

られた言
こと

葉
ば

なのだ。マントルピース（だ

んろ）の両
りょう

側
がわ

にかざられたのだ。ジオラ

マは、その様
よう

子
す

が良
よ

く再
さいげん

現されている

のだ。

対象：4年生
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データ

KAM能美市九谷焼美術館 
｜浅蔵五十吉記念館｜
電　　話	 0761-58-6789
Ｆ Ａ Ｘ	 0761-58-6786
住　　所	 能美市泉台町南1
開館時間	 9：00～17：00
休 館 日	 毎週月曜日
入 館 料	 大人：430円
	 高校生以下：無料

｜体験館｜
電　　話	 0761-58-6300
Ｆ Ａ Ｘ	 0761-58-6300
住　　所	 能美市泉台町南9
開館時間	 9：00～17：00
休 館 日	 毎週月曜日
入 館 料	 大人：有料	

高校生以下：無料
体 験 料	 有料

二
に

代
だい

浅
あさ

蔵
くら

五
い そ

十吉
きち

年
ねん

表
ぴょう

（1913～1998年
ねん

）

1913年　石
いし

川
かわ

県
けん

寺
てら

井
い

町
まち

に生
う

まれる。

	 寺
てら

井
い

尋
じん

常
じょう

小
しょう

学
がっ

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

、父
ちち

親
おや

から九
く

谷
たに

焼
やき

を習
しゅう

得
とく

。

1928年　初
しょ

代
だい

徳
とく

田
だ

八
や そ

十吉
きち

に師
し

事
じ

。

1946年　北
きた

出
で

塔
とう

次
じ

郎
ろう

に師
し

事
じ

。

	 第
だい

1回
かい

日
にっ

展
てん

に入
にゅう

選
せん

。以
い

来
らい

、連
れん

続
ぞく

入
にゅう

選
せん

。

1977年　日
にっ

展
てん

・内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

。

1981年　日
に

本
ほん

芸
げい

術
じゅつ

院
いん

賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

。

1992年　文
ぶん

化
か

功
こう

労
ろう

賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

。

1996年　文
ぶん

化
か

勲
くん

章
しょう

を受
う

ける。

記
き

念
ねん

館
かん

の建
たて

物
もの

が自
し

然
ぜん

に溶
と

け込
こ

んでいる
洋
よう

絵
え の ぐ

具で自
じ

分
ぶん

の絵
え

をかく

ガラスケースのない展
てん

示
じ

室
しつ

内
ない

と名
めい

品
ひん

の数
かず

々
かず

4 段
だん

構
こう

造
ぞう

の「のぼりがま」で作
さく

品
ひん

を焼
や

く

九
く

谷
たに

焼
やき

を創
そう

造
ぞう

自
じ

分
ぶん

の上
うわ

絵
え

の世
せ

界
かい

をつくるKAM　能
の み し

美市九
く

谷
たに

焼
やき

美
び

術
じゅつ

館
かん

｜浅
あさ

蔵
くら

五
い そ

十吉
きち

記
き

念
ねん

館
かん

｜

KAM　能
の み し

美市九
く

谷
たに

焼
やき

美
び

術
じゅつ

館
かん

｜体
たい

験
けん

館
かん

｜｜浅
あさ

蔵
くら

五
い そ

十吉
きち

記
き

念
ねん

館
かん

｜を外
そと

から見
み

ると

とてもモダンだわ。まわりの自
し

然
ぜん

と調
ちょう

和
わ

してステキね。有
ゆう

名
めい

な建
けん

築
ちく

家
か

が設
せっ

計
けい

したそうよ。

階
かい

段
だん

を上
あ

がって門
もん

をくぐると池
いけ

があっ

てそこからは、別
べっ

世
せ

界
かい

よ。

上
うわ

絵
え

体
たい

験
けん

では、自
じ

分
ぶん

の絵
え

を自
じ

由
ゆう

にかく

ことができるわ。時
じ

間
かん

は １ 時
じ

間
かん

ぐらい

かな。小
こ

皿
ざら

だと 9 ㎝× 9 ㎝の絵
え

を事
じ

前
ぜん

に準
じゅん

備
び

しておくといいわね。 ７ 色
しょく

の洋
よう

絵
え の ぐ

具は、焼
や

いてもそのままの色
いろ

が出
で

る

わ。自
じ

分
ぶん

の九
く

谷
たに

焼
やき

をつくってね。

施
し

設
せつ

の中
なか

には、「のぼりがま」があるわ。

１0メートルの「のぼりがま」は、 ４ 段
だん

構
こう

造
ぞう

をもち、最
さい

大
だい

で１300度
ど

の高
こう

温
おん

で、一
いち

度
ど

に１000点
てん

の作
さく

品
ひん

を焼
や

き上
あ

げることが

できるの。

見
けん

学
がく

スペースができて安
あん

全
ぜん

に見
み

ること

ができるようになるのよ。

対象：４年生

調
しら

べてみよう

・浅
あさ

蔵
くら

五
い そ

十吉
きち

の作
さく

品
ひん

づくりは、10年
ねん

ごとにどのように変
へん

化
か

し

たか調
しら

べてみよう。

・洋
よう

絵
えのぐ

具と和
わ

絵
えのぐ

具のちがいについて調
しら

べてみよう。

・九
く

谷
たに

焼
やき

をつくる道
どう

具
ぐ

や施
し

設
せつ

を調
しら

べてみよう。

・伝
でん

統
とう

的
てき

な九
く

谷
たに

焼
やき

の絵
え

を調
しら

べて、模
も

写
しゃ

してみよう。

絵
え

は、花
はな

や風
ふう

景
けい

や動
どう

物
ぶつ

もいいし、キャ

ラクターもOKなのだ。

きみの作
つく

った作
さく

品
ひん

は、１0日から 2 週
しゅう

間
かん

でとどくのだ。つややかな仕
し

上
あ

がりに

ワクワクすると思
おも

うのだ。

楽
たの

しくやろう、きみも九
く

谷
たに

焼
やき

作
さっ

家
か

だ！

展
てん

示
じ

室
しつ

に入
はい

ると右
みぎ

側
がわ

と左
ひだり

側
がわ

に作
さく

品
ひん

が並
なら

んでいるのだ。ガラスケースがないこ

とにおどろきだ。これは浅
あさ

蔵
くら

五
い そ

十吉
きち

の

希
き

望
ぼう

なのだ。作
さく

品
ひん

は、それぞれに様
よう

式
しき

が違
ちが

うのが特
とく

ちょうなのだ。

浅
あさ

蔵
くら

五
い そ

十吉
きち

は、九
く

谷
たに

焼
やき

の伝
でん

統
とう

に新
あたら

しい

感
かん

覚
かく

をどんどん取
と

り入
い

れた人
ひと

なの。１0

年
ねん

ごとに色
いろ

も形
かたち

もつくり方
かた

もまったく

異
こと

なるの。作
さく

品
ひん

を間
ま

近
ぢか

に見
み

ると創
そう

造
ぞう

力
りょく

とエネルギーを感
かん

じるわ。

浅
あさ

蔵
くら

五
い そ

十吉
きち

は、数
かず

々
かず

の賞
しょう

をとって、日
に

本
ほん

を代
だい

表
ひょう

する人
ひと

に贈
おく

られる文
ぶん

化
か

勲
くん

章
しょう

をも

らっても、チャレンジし続
つづ

けた人
ひと

なのだ。

SDGsへの取り組み
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SDGsへの取り組み

｜職
しょく

人
にん

工
こう

房
ぼう

｜で仕
し

事
ごと

の様
よう

子
す

を見
けん

学
がく

することができる

九
く

谷
たに

茶
ちゃ

碗
わん

まつり（九
く

谷
たに

陶
とう

芸
げい

村
むら

）

陶
とう

芸
げい

村
むら

のモニュメント 陶芸村QRコード

石
いし

川
かわ

県
けん

九
く

谷
たに

焼
やき

技
ぎ

術
じゅつ

研
けん

修
しゅう

所
じょ

（九
く

谷
たに

陶
とう

芸
げい

村
むら

）

九
く

谷
たに

焼
やき

の巨
きょ

大
だい

なモニュメント

故
こ

武
たけ

腰
こし

敏
とし

昭
あき

（芸
げい

術
じゅつ

院
いん

会
かい

員
いん

）が制
せい

作
さく

した。

九
く

谷
たに

ぬりえコンテストのパンフレット

九
く

谷
たに

焼
やき

の担
にな

い手
て

たち 世
せ

界
かい

へ！ウルトラアートの能
の

美
み

市
し

KAM　能
の み し

美市九
く

谷
たに

焼
やき

美
び

術
じゅつ

館
かん

｜職
しょく

人
にん

工
こう

房
ぼう

｜と県
けん

の研
けん

修
しゅう

所
じょ

九
く

谷
たに

陶
とうげい

芸村
むら

こんなに間
ま

近
ぢか

で絵
え

付
つけ

の作
さ

業
ぎょう

が見
み

られる

の。おじゃまして、質
しつ

問
もん

してもいいのよ。

絵
え の ぐ

具のにおいや職
しょく

人
にん

さんの筆
ふで

づかいで

九
く

谷
たに

焼
やき

の本
ほん

物
もの

にぐっと接
せっ

近
きん

できるわ。

「九
く

谷
たに

茶
ちゃわん

碗まつり」は、毎
まいとし

年、 5 月
がつ

にある

わね。全
ぜんこく

国から20万
まんにん

人以
いじょう

上の来
らいじょうしゃ

場者が

やってくるの。陶
とうげい

芸村
むら

の１0店
てん

に加
くわ

えて、

50店
てん

以
いじょう

上が店
みせ

を構
かま

える大
おお

きなイベント

なの。

店
みせ

によってさまざなな九
く

谷
たに

焼
やき

が売
う

られ

ているので、自
じ ぶ ん

分のお気
き

に入
い

りを探
さが

す

といいわね。

能
の み し

美市は「ウルトラアートのまちづくり」

をしているわ。九
く

谷
たに

焼
やき

の名
めいひん

品のオープ

ンデータは、だれでもすぐに見
み

ること

ができるの。毎
まいとし

年「九
く

谷
たに

ぬり絵
え

コンテス

ト」では国
こくない

内や海
かいがい

外からも応
お う ぼ

募があるの。

能
の み し

美市は次
つぎ

の時
じ だ い

代のアートを追
ついきゅう

求してい

るわ。

調
しら

べてみよう

・九
く

谷
たに

焼
やき

の高
たか

い技
ぎ

術
じゅつ

はどのようにして受
う

けつがれているのか調
しら

べてみよう。

・九
く

谷
たに

茶
ちゃ

碗
わん

まつりの歴
れき

史
し

を調
しら

べてみよう。

・九
く

谷
たに

焼
やき

を売
う

る人
ひと

は、どんな工
く

夫
ふう

や努
ど

力
りょく

をしているのか調
しら

べて

みよう。

・伝
でん

統
とう

から新
あたら

しい九
く

谷
たに

焼
やき

をどのように生
う

み出
だ

そうとしているか

調
しら

べてみよう。

１0月
がつ

には、「九
く

谷
たに

陶
とうげい

芸村
むら

まつり」がある

のだ。いろいろなイベントがもりだく

さんあって楽
たの

しいのだ。

｜職
しょく

人
にん

工
こう

房
ぼう

｜は、九
く

谷
たに

焼
やき

技
ぎ

術
じゅつ

研
けん

修
しゅう

所
じょ

を卒
そつ

業
ぎょう

した人
ひと

の中
なか

で、九
く

谷
たに

焼
やき

の作
さっ

家
か

をめざす

人
ひと

のために能
の

美
み

市
し

がつくった施
し

設
せつ

なのだ。

４ つの工
こう

房
ぼう

があるのだ。絵
え

付
つけ

やろくろ成
せい

形
けい

などの作
さ

業
ぎょう

が見
けん

学
がく

できるのだ。

九
く

谷
たに

焼
やき

技
ぎ

術
じゅつ

研
けん

修
しゅう

所
じょ

は、九
く

谷
たに

焼
やき

の伝
でん

統
とう

的
てき

な

技
ぎ

術
じゅつ

をうけつぎ、将
しょう

来
らい

の九
く

谷
たに

焼
やき

をにな

う優
すぐ

れた人
ひと

を育
そだ

てるためにあるの。石
いし

川
かわ

県
けん

がつくったの。産
さん

地
ち

や歴
れき

史
し

にとら

われず、自
じ

由
ゆう

で新
あたら

しい九
く

谷
たに

焼
やき

を表
ひょう

現
げん

す

る人
ひと

もいるわ。

研
けん

修
しゅう

所
じょ

を卒
そつ

業
ぎょう

した人
ひと

の半
はん

数
すう

以
い

上
じょう

は、石
いし

川
かわ

県
けん

内
ない

で焼
や

き物
もの

の仕
し

事
ごと

をして伝
でん

統
とう

工
こう

芸
げい

の発
はっ

展
てん

につくしているのだ。

研
けん

修
しゅう

所
じょ

のとなりに、石
いし

川
かわ

県
けん

は、九
く

谷
たに

焼
やき

の作
つく

り手
て

の自
じ

立
りつ

を助
たす

けるために、「支
し

援
えん

工
こう

房
ぼう

九
く

谷
たに

」をつくったのだ。ギャラリー

で作
さく

品
ひん

を見
み

ることができるのだ。

対象：４年生
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能
の

美
み

市
し

防
ぼう

災
さい

センター� （寺
てら

井
い

町
まち

）

五
ご

感
か ん

で災
さ い

害
が い

のこわさを実
じ っ

感
か ん

！

災
さい

害
がい

を知
し

り身
み

を守
まも

る体
たい

験
けん

館
かん

災
さい

害
がい

の疑
ぎ

似
じ

体
たい

験
けん

ができる５コーナーがあるのだ。

自
じ

分
ぶん

の身
み

を守
まも

る方
ほう

法
ほう

や災
さい

害
がい

のそなえが学
まな

べるわ。

地
じ

震
しん

体
たい

験
けん

コーナー

過
か

去
こ

にあった地
じ

震
しん

のゆれ方
かた

は、どれも違
ちが

う。

再
さい

現
げん

したゆれを体
たい

験
けん

して、地
じ

震
しん

のこわさを知
し

るだろう。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

防
ぼう

災
さい

センター

能
の

美
み

市
し

の中
ちゅう

央
おう

の位
い

置
ち

に建
た

つ。大
だい

規
き

模
ぼ

な災
さい

害
がい

があっても強
つよ

い建
たて

物
もの

だ。消
しょう

防
ぼう

車
しゃ

・救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

も並
なら

び、指
し

令
れい

センターも

ある。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

昭
しょう

和
わ

９ 年
ねん

手
て

取
どり

川
がわ

大
だい

水
すい

害
がい

の展
てん

示
じ

昭
しょう

和
わ

9年
ねん

7月
がつ

11日
にち

。手
て

取
どり

川
がわ

の

大
だい

水
すい

害
がい

があった。多
た

数
すう

の死
し

者
しゃ

・

行
ゆくえ

方不
ふ

明
めい

者
しゃ

を出
だ

した。身
み

近
ぢか

な災
さい

害
がい

の歴
れき

史
し

を学
まな

ぶことができる。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

通
つう

信
しん

体
たい

験
けん

119番
ばん

通
つう

報
ほう

を体
たい

験
けん

。火
か

災
さい

・事
じ

故
こ

・急
きゅう

病
びょう

あわてずに正
ただ

しくつたえることができ

るかな。いざという時
とき

に役
やく

立
だ

つだろう。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

強
きょう

風
ふう

体
たい

験
けん

ゴーグルをつけて風
ふう

速
そく

10ｍ→20ｍ→

30ｍを体
たい

験
けん

。風
かぜ

のこわさを実
じっ

感
かん

する

だろう。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

煙
けむり

ひなん体
たい

験
けん

火
か

災
さい

発
はっ

生
せい

。けむりで前
まえ

が見
み

えない。

どうする？

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

初
しょ

期
き

消
しょう

火
か

体
たい

験
けん

一
ひと り

人 1台
だい

の消
しょう

火
か

器
き

を使
つか

って、スク

リーンの火
ひ

元
もと

へ放
ほう

射
しゃ

し、消
しょう

火
か

する。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

3 F

切
き

れた手
て どり がわ

取川の堤
てい ぼう

防の復
ふっ きゅう

旧のジオラマ

能
の

美
み

市
し

防
ぼう

災
さい

センター

タッチパネル

8 つの再
さい	げん

現された地
じ

震
しん

から体
たい

験
けん

を選
えら

べる。

スタッフがそうさする。

１ F
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データ

能美市防災センター
電　　話	 0761-58-6600

Ｆ Ａ Ｘ	 0761-58-6611

住　　所	 能美市寺井町ク9番地1

開館時間	 9：00～17：00

体験施設	 9：30～16：30

休 館 日	 毎週月曜日

入 館 料	 無料 SDGsへの取り組み

能
の

美
み

市
し

防
ぼう

災
さい

センターの中
なか

田
た

さんの話
はなし

　能
の

美
み

市
し

防
ぼう

災
さい

センターは、市
し

民
みん

のみなさんに防
ぼう

災
さい

教
きょう

育
いく

と

防
ぼう

災
さい

の意
い

識
しき

を高
たか

めてもらうためにつくられました。災
さい

害
がい

の疑
ぎ

似
じ

体
たい

験
けん

、シアターや展
てん

示
じ

コーナーで、自
じ

分
ぶん

の身
み

を守
まも

る方
ほう

法
ほう

と災
さい

害
がい

に備
そな

えることの大
たい

切
せつ

さを学
まな

んでください。

　防
ぼう

災
さい

センターは、「災
さい

害
がい

に強
つよ

い」建
たて

物
もの

です。地
じ

震
しん

などに

強
つよ

くて、多
おお

くの機
き

能
のう

を備
そな

えています。ふだんは、教
きょう

育
いく

施
し

設
せつ

ですが、もしも災
さい

害
がい

が起
お

こったら、災
さい

害
がい

時
じ

に必
ひつ

要
よう

な

様
さま

々
ざま

な活
かつ

動
どう

の中
ちゅう

心
しん

になることができるようにつくられ

ているのです。

展
てん

示
じ

コーナー 八
はっ

丁
ちょう

川
がわ

のはんらん（牛
うし じま

島町
まち

付
ふ

近
きん

）

シアター

昭
しょう わ

和 ９ 年
ねん

の大
だい

水
すい

害
がい

（手
て

取
どり

川
がわ

鉄
てっ

橋
きょう

）

どう命
いのち

や身
み

を守
まも

る？ 水
すい

害
がい

の記
き

憶
おく

能
の

美
み

市
し

防
ぼう

災
さい

センター 水
すい

害
がい

は忘
わす

れたころにやってくる

４ 階
かい

に来
き

ました。

ここにはシアターと「展
てん

示
じ

コーナー」と

があるの。 5 つのシーンで体
たい

験
けん

したあ

と、映
えい

像
ぞう

や展
てん

示
じ

で知
し

って自
じ

分
ぶん

の身
み

を守
まも

る方
ほう

法
ほう

を考
かんが

えることにしましょうね。

令
れい

和
わ

４ 年
ねん

8 月
がつ

４ 日
か

　能
の

美
み

市
し

・小
こ

松
まつ

市
し

を中
ちゅう

心
しん

とした大
おお

雨
あめ

があったわ。梯
かけはしがわ

川水
すい

系
けい

の

７ つの川
かわ

の堤
てい

防
ぼう

が切
き

れたり、川
かわ

の水
みず

が

堤
てい

防
ぼう

を越
こ

えたりして、はんらんしたの。

大
おお

きな水
すい

害
がい

は、昭
しょう

和
わ

9 年
ねん

７ 月
がつ

１１日
にち

に手
て

取
どり

川
がわ

であったの。たくさん死
し

者
しゃ

が出
で

たの。

「展
てん

示
じ

コーナー」では、手
て

取
どり

川
がわ

大
だい

洪
こう

水
ずい

の

様
よう

子
す

がくわしく説
せつ

明
めい

されているわ。過
か

去
こ

から学
まな

ぶことが多
おお

いと思
おも

うの。

対象：４年生

調
しら

べてみよう

・能
の

美
み

市
し

では、過
か

去
こ

にどのような自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

が起
お

こったか調
しら

べて

みよう。

・地
ち

域
いき

によって水
すい

害
がい

や土
ど

砂
しゃ

くずれが起
お

きやすいわけを調
しら

べてみ

よう。

・災
さい

害
がい

に対
たい

して、自
じ

分
ぶん

の命
いのち

を守
まも

るために、どんな備
そな

えが必
ひつ

要
よう

か

調
しら

べ、話
はな

し合
あ

いましょう。

能
の

美
み

市
し

内
ない

では、あちこちで家
いえ

や道
どう

路
ろ

や

田
た

畑
はた

が水
みず

につかったり、がけがくずれ

たりして、大
たい

変
へん

な被
ひ

害
がい

があったのだ。

今
いま

まで、わが町
まち

は、水
すい

害
がい

のないところ

と安
あん

心
しん

していたのに。

「展
てん

示
じ

コーナー」を中
ちゅう

心
しん

に自
じ

助
じょ

・共
きょう

助
じょ

・公
こう

助
じょ

の 3 つの視
し

点
てん

で、防
ぼう

災
さい

について調
しら

べ

ることができるのだ。みんなで自
じ

分
ぶん

の

命
いのち

を守
まも

り、災
さい

害
がい

に強
つよ

いまちをつくって

いこう。

シアターでは、 3 Dメガネをつけて、迫
はく

力
りょく

ある映
えい

像
ぞう

を見
み

るのだ。

火
か

災
さい

と地
じ

震
しん

の映
えい

像
ぞう

が流
なが

れるのだ。こわ

いかもしれないが、こわさを知
し

ってほ

しいのだ。自
じ

分
ぶん

ができることも学
まな

んで

ほしいのだ。

「わが家
や

の防
ぼう

災
さい

対
たい

策
さく

」のコーナーでは、家
いえ

でできる工
く

夫
ふう

や非
ひ

常
じょう

持
もち

出
だし

袋
ぶくろ

が紹
しょう

介
かい

され

ているわ。

「あなたならどうする？」防
ぼう

災
さい

Q＆Aの

コーナーもあわせて自
じ

助
じょ

の参
さん

考
こう

になる

の。

4 F
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能
の

美
み

市
し

立
りつ

図
と

書
しょ

館
かん

（根
ね

上
あがり

図
と

書
しょ

館
かん

・寺
てら

井
い

図
と

書
しょ

館
かん

・辰
たつのくち

口図
と

書
しょ

館
かん

）

本
ほん

の世
せ か い

界を楽
たの

しもう！

能
の

美
み

市
し

には3つの図
と

書
しょ

館
かん

があるよ。

赤
あか

ちゃんからお年
とし

寄
よ

りまで、本
ほん

の世
せ

界
かい

を楽
たの

しむことができるんだよ。

3館
かん

でなんと約
やく

42万
まん

冊
さつ

の本
ほん

があるのだ。

子
こ

どもの本
ほん

のコーナー

子
こ

どもの本
ほん

のコーナーは、絵
え

本
ほん

や

読
よ

み物
もの

、科
か

学
がく

の本
ほん

、紙
かみ

芝
しば

居
い

などに

わかれていて、本
ほん

が選
えら

びやすい工
く

夫
ふう

がしてある。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

図
と

書
しょ

館
かん

に入
はい

ると、本
ほん

を借
か

りたり返
かえ

したりするため

の「カウンター」がある。

ここには、司
し

書
しょ

さんがいて、本
ほん

の貸
か

し出
だ

しをして

くれる。わからないことがあるときは、司
し

書
しょ

さん

に聞
き

くといい。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

本
ほん

を読
よ

むためのソファーや、勉
べん

強
きょう

するためのスペースがある。

本
ほん

を探
さが

すためのパソコンもある。

本
ほん

以
い

外
がい

にもDVD,CD、新
しん

聞
ぶん

、雑
ざっ

誌
し

もある。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

図
と

書
しょ

館
かん

にはたくさんの本
ほん

があって、本
ほん

棚
だな

の迷
めい

路
ろ

みたいだ。

それぞれの本は、種
しゅ

類
るい

ごとにわかれて

いる。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

図
と

書
しょ

館
かん

では、「おはなしの会
かい

」が開
ひら

か

れていて、読
よ

み聞
き

かせを楽
たの

しむ部
へ

屋
や

がある。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

カウンターの司
し

書
しょ

さんに質
しつ

問
もん

ずらりと並
なら

ぶ本
ほん

棚
だな

（寺
てら

井
い

図
と

書
しょ

館
かん

）

けんさくコーナー（根
ね

上
あがり

図
と

書
しょ

館
かん

）

おはなしのへや（根
ね

上
あがり

図
と

書
しょ

館
かん

）

お話
はな

し室
しつ

（寺
てら

井
い

図
と

書
しょ

館
かん

）

新
しん

聞
ぶん

雑
ざっ

誌
し

コーナー（寺
てら

井
い

図
と

書
しょ

館
かん

）

ホール（辰
たつのくち

口図
と

書
しょ

館
かん

）

閲
えつ

覧
らん

コーナー（辰
たつのくち

口図
と

書
しょ

館
かん

）

辰
たつのくち

口図
と

書
しょ

館
かん

寺
てら

井
い

図
と

書
しょ

館
かん

根
ね

上
あがり

図
と

書
しょ

館
かん
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SDGsへの取り組み

能
の

美
み

市
し

立
りつ

図
と

書
しょ

館
かん

の寺
てら

岡
おか

さんの話
はなし

　能
の

美
み

市
し

には、立
りっ

派
ぱ

な図
と

書
しょ

館
かん

が3館
かん

あり、たくさんの本
ほん

を所
しょ

蔵
ぞう

しています。ゆっくりと読
どく

書
しょ

を

楽
たの

しむことはもちろん、みなさんの「知
し

りたい！」を解
かい

決
けつ

したり、勉
べん

強
きょう

の場
ば

所
しょ

として、また「お

はなし会
かい

」などのイベントを楽
たの

しんだり、それぞれの使
つか

い方
かた

で身
み

近
ぢか

な図
と

書
しょ

館
かん

を利
り

用
りよう

してもらえ

たらと思
おも

います。

　また、令
れい

和
わ

4年
ねん

（2022年
ねん

）10月
がつ

27日
にち

に「のみ電
でん

子
し

図
と

書
しょ

館
かん

」がオープンしました。英
えい

語
ご

の発
はつ

音
おん

を聞
き

くことができる本
ほん

など、勉
べん

強
きょう

に役
やく

立
だ

つ本
ほん

がたくさんあります。あわせて利
り

用
よう

してください。

調
しら

べてみよう

・本
ほん

は何
なん

冊
さつ

あるか調
しら

べてみましょう。

・どんな本
ほん

があるか調
しら

べてみましょう。

・能
の

美
み

市
し

のことを調
しら

べることはできますか。

・本
ほん

のほかに、どんなものがあるか調
しら

べてみましょう。

・赤
あか

ちゃんや子
こ

どもたちが利
り

用
よう

しやすい工
く

夫
ふう

を調
しら

べてみましょう。

・お年
とし

寄
よ

りや体
からだ

の不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人
ひと

が利
り

用
よう

しやすい工
く

夫
ふう

を調
しら

べてみましょう。

・いつでも利
り

用
よう

できるように工
く

夫
ふう

していることを調
しら

べてみましょう。

・どんな行
ぎょう

事
じ

を開
ひら

いているかを調
しら

べてみましょう。

能
の

美
み

市
し

立
りつ

図
と

書
しょ

館
かん

では、「電
でん

子
し

書
しょ

籍
せき

」の利
り

用
よう

もできるんだ。

能
の

美
み

市
し

に住
す

んでいる人
ひと

や、能
の

美
み

市
し

で仕
し

事
ごと

をしている人
ひと

、能
の

美
み

市
し

の学
がっ

校
こう

に

通
かよ

っている人
ひと

は、「図
と

書
しょ

館
かん

利
り

用
よう

カード」があれば利
り

用
よう

できるのだ。

インターネットが使
つか

えるパソコン、スマートフォン、タブレットなどで

利
り

用
よう

できるのだ。

タブレットを利
り

用
よう

すると2４時
じ

間
かん

・365日
にち

、好
す

きな時
とき

に借
か

りて、

返
へん きゃく

却できるので、学
がっこう

校やおうちでも読
よ

めるわ。朝
あさ

読
どくしょ

書や授
じゅ

業
ぎょう

の時
とき

に使
つか

ってとても便
べん

利
り

なの。調
しら

べ学
がく

習
しゅう

もできるので「の

み電
でん

子
し

図
と

書
しょ

館
かん

」を使
つか

う人
ひと

が子
こ

どもを中
ちゅう

心
しん

にどんどん広
ひろ

がって

いるのよ。電
でん

子
し

図
と

書
しょ

館
かん

をタブレットで利
り

用
よう

データ

住　　所	 〒929-0113	

能美市大成町ヌ111

電話番号	 0761-55-8570

開館時間	 【平日】

	 9時30分から19時

	 【土曜・日曜・祝日】

	 9時30分から17時

	 (6月から9月は18時まで)

休 館 日	 毎週火曜日、第2金曜日、年末年始、

特別整理期間

データ

住　　所	 〒923-1246

	 能美市倉重町戊41

電話番号	 0761-52-8080

開館時間	 【平日・土曜・日曜・祝日】

	 9時から18時

休 館 日	 毎週月曜日、第3金曜日、年末年始、

特別整理期間

データ

住　　所	 〒923-1121

	 能美市寺井町レ83−8

電話番号	 0761-57-8400

開館時間	 【平日】

	 10時から19時

	 【土曜・日曜・祝日】

	 10時から18時

休 館 日	 毎週月曜日、第4金曜日、年末年始、

特別整理期間

根
ね

上
あがり

図
と

書
しょ

館
かん

寺
てら

井
い

図
と

書
しょ

館
かん

辰
たつのくち

口図
と

書
しょ

館
かん

３ つの能
の

美
み

市
し

立
り つ

図
と

書
し ょ

館
か ん
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いしかわ動
どう

物
ぶつ

園
えん

� （徳
とく

山
さん

町
まち

）

ワールドクラスのドキドキ感
か ん

楽
たの

しく、遊
あそ

べ、学
まな

べる動
どう

物
ぶつ

園
えん

動
どう

物
ぶつ

たちの生
い

き生
い

きとした素
す

顔
がお

や姿
すがた

が間
ま

近
ぢか

で観
かん

察
さつ

できるのよ。

自
し

然
ぜん

の地
ち

形
けい

を活
い

かして本
ほん

来
らい

に近
ちか

い環
かん

境
きょう

を再
さい

現
げん

した、石
いし

川
かわ

県
けん

唯
ゆい

一
いつ

の動
どう

物
ぶつ

園
えん

なのだ。

動
どう

物
ぶつ

に直
ちょく

接
せつ

、えさをあ

げる体
たい

験
けん

ができる機
き

会
かい

がある。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

緑
みどり

に囲
かこ

まれた自
し

然
ぜん

の中
なか

で楽
たの

しく遊
あそ

び

ながら動
どう

物
ぶつ

の生
せい

態
たい

を観
かん

察
さつ

したり、小
ちい

さな動
どう

物
ぶつ

たちとふ

れあいながら命
いのち

の

大
たい

切
せつ

さを学
まな

んだり

できる日
に

本
ほん

海
かい

側
がわ

最
さい

大
だい

級
きゅう

の屋
おく

外
がい

施
し

設
せつ

だ。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

一
いち

度
ど

は日
に

本
ほん

の空
そら

から消
き

えた鳥
とり

「トキ」。な

ぜ、いしかわ動
どう

物
ぶつ

園
えん

でみることができる

のだろう。羽
はね

の色
いろ

に注
ちゅう

目
もく

！

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

動
どう

物
ぶつ

園
えん

は環
かん

境
きょう

にやさしい構
こう

造
ぞう

となっており、子
こ

どもからお年
とし

寄
よ

りまで動
どう

物
ぶつ

を観
かん

察
さつ

できるよ

う、バリアフリー設
せっ

計
けい

となっている。様
さま

々
ざま

なアトラクションや動
どう

物
ぶつ

とのふれあい体
たい

験
けん

など

楽
たの

しく遊
あそ

んで学
まな

べる動
どう

物
ぶつ

園
えん

だ。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

小
ちい

さな命
いのち

と直
ちょく

接
せつ

ふれあえる場
ば

所
しょ

園
えん

内
ない

を飛
と

ぶトキ

飼
し

育
いく

員
いん

と来
らい

場
じょう

者
しゃ

カリフォルニアアシカとあいさつ

カピバラ マゼランペンギン

上
じょう

空
くう

から見
み

たいしかわ動
どう

物
ぶつ

園
えん

「ふれあい体
たい

験
けん

」
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いしかわ動物園

連 絡 先	 能美市徳山町600番地	
TEL	0761-52-8500	
FAX	0761-51-8504

開館時間	 9時～17時	
（1～3月　14時30分）

休 館 日	 火曜	
（祝日は開園	翌日休園）	
春・夏休み中は無休

入 園 料	 3才以上中学生以下　
410円

メ　　モ	 小学校の行事の場合、
減免あり（一人200円）	
駐車場あり

SDGsへの取り組み

いしかわ動
どう

物
ぶつ

園
えん

の園
えん

長
ちょう

さんの話
はなし

　いしかわ動
どう

物
ぶつ

園
えん

は、何
なん

度
ど

訪
おとず

れてもらってもきっと新
あたら

し

い発
はっ

見
けん

にワクワクされることと思
おも

います。2021年
ねん

7月
がつ

2日
ふつか

にキリンのマリが初
うい

産
ざん

しました。ぜひ、キリンの赤
あか

ちゃんを見
み

に来
き

てください。　

　夏
なつ

から秋
あき

にかけては、夜
よる

の動
どう

物
ぶつ

園
えん

「ナイトズー」が人
にん

気
き

です。昼
ひる

とはちがう動
どう

物
ぶつ

たちの様
よう

子
す

はおもしろいと思
おも

い

ます。

トキ里
さと

山
やま

館
かん

日
に

本
ほん

の動
どう

物
ぶつ

園
えん

で唯
ゆい

一
いつ

の施
し

設
せつ

「サスティナブル動
どう

物
ぶつ

園
えん

」

これは、「トキ里
さと

山
やま

館
かん

」。トキたちが生
せい

息
そく

しやすいように、たくさん工
く

夫
ふう

され

ているのよ。

動
どう

物
ぶつ

園
えん

でトキが見
み

られるのはこのいし

かわ動
どう

物
ぶつ

園
えん

だけなのよ。

毎
まい

朝
あさ

、いしかわ動
どう

物
ぶつ

園
えん

には、動
どう

物
ぶつ

たち

が食
た

べる餌
えさ

になる青
あお

草
くさ

と干
ほ

し草
くさ

が毎
まい

日
にち

、

届
とど

けられているのよ。

能
の

美
み

市
し

にある契
けい

約
やく

農
のう

家
か

に届
とど

けてもらう

のよ。

この草
くさ

を育
そだ

てるたい肥
ひ

は、園
えん

から出
で

る動
どう

物
ぶつ

のフンや、食
た

べ残
のこ

しの餌
えさ

、宿
しゅく

舎
しゃ

に敷
し

い

てあった干
ほ

し草
くさ

から作
つく

られているのよ。

だから、安
あん

全
ぜん

で栄
えい

養
よう

いっぱいなの。

園
えん

内
ない

のえさの運
うん

搬
ぱん

やゴミの収
しゅう

集
しゅう

などで

二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を抑
よく

制
せい

するために電
でん

気
き

カー

トが使
し

用
よう

されているのよ。

対象：５,６年生

調
しら

べてみよう

・いしかわ動
どう

物
ぶつ

園
えん

がめざしている「エコ動
どう

物
ぶつ

園
えん

」について調
しら

べて

みよう。

・どうして日
に

本
ほん

でトキがこんなに注
ちゅう

目
もく

されるているのか調
しら

べて

みよう。

・いしかわ動
どう

物
ぶつ

園
えん

でトキが飼
し

育
いく

されている理
り

由
ゆう

を調
しら

べてみよう。

たくさんの新
しん

鮮
せん

な草
くさ

を、毎
まい

日
にち

だなんて

どうやって用
よう

意
い

しているのだ？

動
どう

物
ぶつ

園
えん

から出
で

たものをゴミにせず、ま

た動
どう

物
ぶつ

園
えん

で有
ゆう

効
こう

に役
やく

立
だ

てる工
く

夫
ふう

なのだ。

循
じゅん

環
かん

型
がた

で持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

。なんてサスティナ

ブルな動
どう

物
ぶつ

園
えん

なのだ！

「羽
はね

の色
いろ

がとってもきれいなのだ。」「な

んて長
なが

いくちばし！」

ところで、トキは日
に

本
ほん

では絶
ぜつ

滅
めつ

してし

まったのでは？

明
めい

治
じ

や昭
しょう

和
わ

時
じ

代
だい

の最
さい

初
しょ

のころまでは、日
に

本
ほん

の空
そら

にもたくさんのトキが舞
ま

ってい

たのよ。どうしていなくなってしまっ

たのかしら。

トキの映
えい

像
ぞう

をみたり、遊
あそ

びながらトキ

に親
した

しめるコーナーもあるわよ。

この「トキ里
さと

山
やま

館
かん

」では、トキがたどっ

た歴
れき

史
し

を知
し

ることもできるのだ。トキ

の生
せい

態
たい

やいなくなってしまった理
り

由
ゆう

か

ら学
まな

ぶことがたくさんありそうなのだ。

トキ里
さと

山
やま

館
かん

「育
そだ

てたい肥
ひ

」

たい肥
ひ

たい肥
ひ

をつくる装
そう

置
ち

トキ色
いろ

の羽
はね

トキの気
き

分
ぶん
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北
ほく

陸
りく

先
せん

端
たん

科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

大
だい

学
がく

院
いん

大
だい

学
がく

�（旭
あさひ

台
だい

町
まち

）

JAIST＜ジャイスト＞

世
せ

界
かい

トップレベルの研
けん

究
きゅう

で未
み

来
らい

をひらく

能
の

美
み

市
し

と30年
ねん

の交
こう

流
りゅう

があるわよ。

留
りゅう

学
がく

生
せい

もたくさん受
う

け入
い

れているのだ。

JAISTフェスティバルなどJAISTフェスティバルなど

交交
こうこう

流流
りゅうりゅう

のの場場
ばば

にに参参
さんさん

加加
かか

しよう。しよう。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

ジャイストには世
せ

界
かい

中
じゅう

から多
おお

くの留
りゅう

学
がく

生
せい

が来
き

ている。能
の

美
み

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

のイベントで

ある国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

サロンや体
たい

験
けん

学
がく

習
しゅう

に外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

も参
さん

加
か

し、

楽
たの

しく交
こう

流
りゅう

している。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

能
の

美
み

市
し

の夏
なつ

祭
まつ

り「辰
たつのくち

口まつり」で行
おこな

われ

るじょんがら踊
おど

りコンクールに、平
へい

成
せい

4年
ねん

から毎
まい

年
とし

、ジャイストの学
がく

生
せい

が参
さん

加
か

し、熱
あつ

い視
し

線
せん

を集
あつ

めている。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

イタリアの大
だい

理
り

石
せき

が使
し

用
よう

された図
と

書
しょ

館
かん

内
ない

は明
あか

るく

吹
ふ

き抜
ぬ

けになっている。企
き

画
かく

展
てん

示
じ

を行
おこな

ったり、一
いっ

般
ぱん

の皆
みな

さんにも親
した

しんで使
し

用
よう

してもらうための開
かい

放
ほう

を毎
まい

週
しゅう

、月
げつ

曜
よう

日
び

から金
きん

曜
よう

日
び

の 5
いつか

日間
かん

行
おこな

っている。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

ジャイストには1996年
ねん

に開
かい

館
かん

した附
ふ

属
ぞく

図
と

書
しょ

館
かん

がある。豊
ほう

富
ふ

な書
しょ

籍
せき

・文
ぶん

献
けん

をそろえている。

研
けん

究
きゅう

、勉
べん

学
がく

の中
ちゅう

心
しん

として世
せ

界
かい

へ向
む

けた情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

の場
ば

にもなっている。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

ジャイストフェスティバル

辰
たつのくち

口まつり（じょんがら踊
おど

りコンクール）

明
あか

るい開
かい

放
ほう

的
てき

なエントランス

北
ほく

陸
りく

先
せん

端
たん

科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

大
だい

学
がく

院
いん

大
だい

学
がく

イタリア大
だい

理
り

石
せき

が使
し

用
よう

されている図
と

書
しょ

館
かん

豊
ほう

富
ふ

な書
しょ

籍
せき

体
たい

験
けん

学
がく

習
しゅう

能
の

美
み

市
し

旭
あさひ

台
だい

町
まち

に十
じゅう

万
まん

平
へい

方
ほう

メートルの敷
しき

地
ち

をもつ

北
ほく

陸
りく

先
せん

端
たん

科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

大
だい

学
がく

院
いん

大
だい

学
がく

がある。先
せん

端
たん

科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

分
ぶん

野
や

で国
こく

際
さい

的
てき

水
すい

準
じゅん

の研
けん

究
きゅう

を行
おこな

い、それを背
はい

景
けい

として大
だい

学
がく

院
いん

教
きょう

育
いく

を行
おこな

うために1990年
ねん

、わが

国
くに

で最
さい

初
しょ

に創
そう

設
せつ

された世
せ

界
かい

に誇
ほこ

る大
だい

学
がく

院
いん

大
だい

学
がく

で

ある。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく
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北陸先端科学技術大学院大学 
附属図書館
連 絡 先	 〒923-1292　能美市旭台1-1

受付時間	 月～金曜日の8:30～17:00

休 館 日	 土、日、祝日、

	 夏季一斉休業他

入　　館	 当日利用と長期

	 利用あり（受付へ）

SDGsへの取り組み

北
ほく

陸
りく

先
せん

端
たん

科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

大
だい

学
がく

院
いん

大
だい

学
がく

からの話
はなし

　ジャイストは最
さい

先
せん

端
たん

の研
けん

究
きゅう

とグローバル人
じん

材
ざい

の育
いく

成
せい

により、未
み

来
らい

を拓
ひら

き世
せ

界
かい

をリードするこ

とをめざしています。また、教
きょう

育
いく

による社
しゃ

会
かい

貢
こう

献
けん

も行
おこな

っていくとともに、地
ち

域
いき

の皆
みな

様
さま

とも交
こう

流
りゅう

をはかっていきたいと思
おも

っています

科
か

学
がく

の道
みち

へわけ入
い

る ホンモノだよ附
ふ

属
ぞく

図
と

書
しょ

館
かん

図
と

書
しょ

館
かん

に入
はい

ると、「新
しん

機
き

関
かん

（大
だい

改
かい

革
かく

）」の

本
ほん

の巻
かん

頭
とう

の絵
え

が目
め

に入
はい

ってくるわよ。

6 年
ねん

生
せい

が社
しゃ

会
かい

科
か

の歴
れき

史
し

の授
じゅ

業
ぎょう

で学
がく

習
しゅう

する、我
わ

が国
くに

最
さい

初
しょ

の本
ほん

格
かく

的
てき

な西
せい

洋
よう

医
い

学
がく

書
しょ

の訳
やく

本
ほん

「解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

」があるわよ。

雑
ざっ

誌
し

や新
しん

聞
ぶん

もおかれていて、日
にち

常
じょう

的
てき

な

ニュースや情
じょう

報
ほう

にもふれることができ

るように、館
かん

内
ない

が工
く

夫
ふう

されているわ。

学
がく

生
せい

のために2４時
じ

間
かん

365日
にち

開
かい

館
かん

し、世
せ

界
かい

最
さい

先
せん

端
たん

の科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

の研
けん

究
きゅう

を支
ささ

えている

わよ。

これまで発
はっ

表
ぴょう

された研
けん

究
きゅう

論
ろん

文
ぶん

も読
よ

むこ

とができるのよ。

対象：３，４年生

調
しら

べてみよう

・「解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

」について調
しら

べてみよう。

・どんな本
ほん

がならんでいるのか調
しら

べてみよう。

・図
と

書
しょ

館
かん

を訪
おとず

れてた人
ひと

について調
しら

べてみよう。

・企
き

画
かく

展
てん

示
じ

の内
ない

容
よう

を調
しら

べてみよう。

オランダ語
ご

の解
かい

剖
ぼう

図
ず

譜
ふ

（ターヘルアナト

ミア）を杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

や前
まえ

野
の

良
りょう

沢
たく

らが協
きょう

力
りょく

し

て翻
ほん

訳
やく

したのだ。

（本
ほん

文
ぶん

４ 冊
さつ

、付
ふ

図
ず

１ 冊
さつ

、計
けい

5 冊
さつ

）

2 階
かい

も 3 階
かい

も 専
せん

門
もん

の 本
ほん

が た く さ ん そ

ろっているのだ。

読
よ

みたい本
ほん

は高
こう

速
そく

ネットワークを活
かつ

用
よう

してパソコンを使
つか

ってさがすことがで

きるのだ。

新
しん

大
たい

陸
りく

がまだ発
はっ

見
けん

されていなかったこ

ろ、世
せ

界
かい

の果
は

て「ヘラクレスの門
もん

」から

科
か

学
がく

の帆
はん

船
せん

が未
み

知
ち

の世
せ

界
かい

へと旅
たび

立
だ

つ場
ば

面
めん

なのだ。

アイザック・ニュートンの「光
こう

学
がく

」、ガ

レリオ・ガリレイの「新
しん

科
か

学
がく

対
たい

話
わ

」など

歴
れき

史
し

的
てき

な貴
き

重
ちょう

な本
ほん

が一
いっ

階
かい

のフロアーに

展
てん

示
じ

されているわよ。

2 階
かい

に上
あ

がると「温
おん

故
こ

知
ち

新
しん

」の書
しょ

が掲
かか

げ

られた部
へ

屋
や

があるのだ。中
なか

に入
はい

るとジャ

イストを訪
おとず

れたり、講
こう

演
えん

されたノーベ

ル賞
しょう

受
じゅ

賞
しょう

者
しゃ

の写
しゃ

真
しん

がかざってあるのだ。

新
しん

機
き

関
かん

（大
だい

改
かい

革
かく

）の本
ほん

の巻
かん

頭
とう

絵
え

「解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

」

体
たい

験
けん

教
きょう

室
しつ

専
せん

門
もん

書
しょ

が並
なら

ぶ 2 階
かい

・ 3 階
かい

見
けん

学
がく

会
かい

の様
よう

子
す
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能
の

美
み

市
し

の企
き

業
ぎょう

持
じ

続
ぞ く

可
か

能
の う

な
社
し ゃ

会
か い

をつくる

SDGsをめざす企
き

業
ぎょう

をさがそう

企
き

業
ぎょう

見
けん

学
がく

では、未
み

来
らい

への新
あたら

しい発
はっ

見
けん

があるのだ。

能
の

美
み

市
し

にはSDGsをすすめるたくさんの企
き

業
ぎょう

があるのよ。

小
こ

松
まつ

マテーレで染
せん

色
しょく

体
たい

験
けん

（浜
はま

町
まち

）

　小
こ

松
まつ

マテーレの「フアーボ」では、

染
せん

色
しょく

体
たい

験
けん

やオリジナルクッション

づくりなど、せんいを楽
たの

しく学
まな

ぶ

ワークショップができる。専
せん

門
もん

ス

タッフがていねいに作
さ

業
ぎょう

をサポー

トしてくれる。高
こう

度
ど

で新
あたら

しい技
ぎ

術
じゅつ

でSDGsを推
すい

進
しん

していることも調
しら

べられる。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

循
じゅん

環
かん

型
がた

社
しゃ

会
かい

の形
けい

成
せい

大
だい

根
こん

の栽
さい

培
ばい

（辰
たつのくち

口中
ちゅう

央
おう

小
しょう

）

社
しゃ

会
かい

貢
こう

献
けん

日
に

本
ほん

海
かい

開
かい

発
はつ

アルミ缶
かん

回
かい

収
しゅう

から得
え

た収
しゅう

益
えき

の一
いち

部
ぶ

を車
くるま

イスに変
か

えているのよ。車
くるま

イスは市
し

内
ない

の施
し

設
せつ

や病
びょう

院
いん

に寄
き

贈
ぞう

しているわ。

地
ち

域
いき

の協
きょう

力
りょく

を得
え

ながら、廃
はい

棄
き

物
ぶつ

を回
かい

収
しゅう

しているのだ。回
かい

収
しゅう

のほか、再
さい

生
せい

可
か

能
のう

な廃
はい

棄
き

物
ぶつ

を処
しょ

理
り

して再
さい

生
せい

資
し

源
げん

につなげ

ているのだ。SDGsを意
い

識
しき

した活
かつ

動
どう

に

取
と

り組
く

んでいるのだ。

剪
せん

定
てい

チップや給
きゅう

食
しょく

食
た

べ残
のこ

しを有
ゆう

機
き

肥
ひ

料
りょう

に変
か

えているのだ。その有
ゆう

機
き

肥
ひ

料
りょう

を使
つか

っ

て、小
しょう

学
がく

生
せい

は一
いち

から育
そだ

てた大
だい

根
こん

を給
きゅう

食
しょく

で食
た

べているのだ。「食
しょく

のリサイクル」

について学
まな

べるのだ。

データ

日本海開発

連 絡 先	 0761-21-6867

住　　所	 能美市山口町727番地

SDGsへの取り組み

宮
みや

竹
たけ

用
よう

水
すい

の発
はつ

電
でん

所
しょ

内
ない

（宮
みや

竹
たけ

町
まち

）

宮
みや

竹
たけ

小
しょう

学
がっ

校
こう

の 4 年
ねん

生
せい

は、宮
みや

竹
たけ

用
よう

水
すい

の見
けん

学
がく

をしている。小
しょう

水
すい

発
はつ

電
でん

所
しょ

も調
しら

べている。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

マンホールのふた

下
げ

水
すい

道
どう

は、翠
みどり

ケ
が

丘
おか

浄
じょう

水
すい

セン

ター（山
やま

口
ぐち

町
まち

）へ流
なが

れていく。

美
うつく

しい環
かん

境
きょう

づくりにかかせな

い。予
よ

約
やく

して見
けん

学
がく

をしたい。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

日
に

本
ほん

海
かい

開
かい

発
はつ

のパッカー車
しゃ

パッカー車
しゃ

に「未
み

来
らい

につなごう

豊
ゆた

かな海
うみ

」の言
こと

葉
ば

と浜
はま

小
しょう

学
がっ

校
こう

の

子
こ

どものアイディアが詰
つ

まった

イラストが描
えが

かれている。日
に

本
ほん

海
かい

開
かい

発
はつ

はSDGs推
すい

進
しん

に積
せっ

極
きょく

的
てき

だ。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

日
に

本
ほん

海
かい

開
かい

発
はつ

の南
みなみ

さんの話
はなし

　もともと家
か

業
ぎょう

とは別
べつ

の職
しょく

業
ぎょう

についていまし
た。しかし、父

ちち

が体
たい

調
ちょう

を崩
くず

したことで現
げん

在
ざい

の仕
し

事
ごと

を引
ひ

き継
つ

ぎました。ごみを扱
あつか

う仕
し

事
ごと

はきれい
な仕

し

事
ごと

ではありません。「誰
だれ

かがせんならん」と
父
ちち

がよく言
い

っていました。今
いま

では、使
し

命
めい

感
かん

を
持
も

って取
と

り組
く

み「なくてはならない仕
し

事
ごと

」である
ことを発

はっ

信
しん

しています。学
がっ

校
こう

、地
ち

域
いき

、行
ぎょう

政
せい

の理
り

解
かい

がないと私
わたし

たちの事
じ

業
ぎょう

はすすめられません。
　社
しゃ

員
いん

を含
ふく

め、子
こ

供
ども

や地
ち

域
いき

の人
ひと

々
びと

から元
げん

気
き

をも
らっています。この連

れん

携
けい

を小
しょう

学
がっ

校
こう

→中
ちゅう

学
がっ

校
こう

→高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

→大
だい

学
がく

→地
ち

域
いき

へとつなげていきたいです。
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翠
みどり

ヶ
が

丘
おか

浄
じょう

化
か

センター正
しょう

面
めん

（山
やま

口
ぐち

町
まち

）

第
だい

一
いち

発
はつ

電
でん

所
しょ

（岩
いわ

内
うち

町
まち

）

第
だい

二
に

発
はつ

電
でん

所
しょ

（宮
みや

竹
たけ

町
まち

）

サイホンの説
せつ

明
めい

を聞
き

く（宮
みや

竹
たけ

小
しょう

）

最
さい

初
しょ

沈
ちん

殿
でん

池
ち

最
さい

終
しゅう

沈
ちん

殿
でん

池
ち

の見
けん

学
がく

（浜
はま

小
しょう

）

宮
みや

竹
たけ

用
よう

水
すい

翠
みどり

ヶ
が

丘
おか

浄
じょう

化
か

センター 小
しょう

水
すい

発
はつ

電
でん

宮
みや

竹
たけ

用
よう

水
すい

の水
みず

が、高
たか

い所
ところ

から低
ひく

い所
ところ

に

勢
いきお

いよく流
なが

れる力
ちから

を使
つか

って水
すい

車
しゃ

を回
まわ

し、

水
すい

車
しゃ

の回
かい

転
てん

で発
はつ

電
でん

機
き

を動
うご

かして電
でん

気
き

を

つくっているんだね。

2 つの発
はつ

電
でん

所
しょ

は一
いち

日
にち

中
じゅう

休
やす

みなく運
うん

転
てん

し、

１ 年
ねん

間
かん

で一
いっ

般
ぱん

家
か

庭
てい

の約
やく

3000世
せ

帯
たい

分
ぶん

に相
そう

当
とう

する電
でん

気
き

を作
つく

ることができるのよ。

第
だい

一
いち

発
はつ

電
でん

所
しょ

は、石
いし

川
かわ

県
けん

ではじめて作
つく

ら

れた、農
のう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

を利
り

用
よう

した小
しょう

水
すい

発
はつ

電
でん

所
しょ

なのよ。最
さい

大
だい

出
しゅつ

力
りょく

6４0ｋＷの電
でん

気
き

を起
お

こ

すことができるのよ。

対象：４年生

発
はつ

電
でん

所
しょ

は、第
だい

一
いち

と第
だい

二
に

の 2 カ所
しょ

あるの

だ。手
て

取
どり

川
がわ

宮
みや

竹
たけ

用
よう

水
すい

土
と

地
ち

改
かい

良
りょう

区
く

事
じ

務
む

所
しょ

は、宮
みや

竹
たけ

用
よう

水
すい

と 2 つの発
はつ

電
でん

所
しょ

の管
かん

理
り

を

行
おこな

っているのだ。

第
だい

二
に

発
はつ

電
でん

所
しょ

は、最
さい

大
だい

580ｋＷの電
でん

気
き

を起
お

こすことができるのだ。用
よう

水
すい

の途
と

中
ちゅう

に

沈
ちん

砂
さ

池
ち

を設
せっ

置
ち

しながら発
はつ

電
でん

がうまくい

く工
く

夫
ふう

を行
おこな

っているのだ。

用
よう

水
すい

は発
はつ

電
でん

だけでなく、お米
こめ

を育
そだ

てた

り、消
しょう

火
か

作
さ

業
ぎょう

につかったり、多
おお

くのこ

とに利
り

用
よう

されているのだ。

私
わたし

たちは毎
まい

日
にち

たくさんの水
みず

を使
つか

ってい

るぞ。料
りょう

理
り

、洗
せん

濯
たく

、風
ふ

呂
ろ

、トイレなど

で使
つか

った水
みず

は、市
し

内
ない

にはりめぐらされ

た下
げ

水
すい

道
どう

を通
とお

って、翠
みどり

ヶ
が

丘
おか

浄
じょう

化
か

センター

に運
はこ

ばれるのだ。

汚
お

水
すい

はいろいろなものが混
ま

じっている

から、まずゴミを取
と

り除
のぞ

いてから「最
さい

初
しょ

沈
ちん

殿
でん

池
ち

」で沈
ちん

殿
でん

しやすい固
こ

形
けい

物
ぶつ

を取
と

り除
のぞ

くのだ。

次
つぎ

の「反
はん

応
のう

タンク」では、なんと微
び

生
せい

物
ぶつ

の

力
ちから

を借
か

りて汚
よご

れを分
ぶん

解
かい

しているの。「最
さい

終
しゅう

沈
ちん

殿
でん

池
ち

」で汚
お

泥
でい

ときれいな水
みず

に分
わ

け

て、安
あん

全
ぜん

な水
みず

にして海
うみ

に返
かえ

しているの

よ。

汚
お

水
すい

をきれいにするにはいろいろな工
く

夫
ふう

があるんだね。

対象：４年生

データ

宮竹用水

連 絡 先	 手取川宮竹用水土地改良区事務所

	 （0761-51−0388）

交　　通	 宮竹第二発電所には駐車場有

	 （バス可）

調
しら

べてみよう

・宮
みや

竹
たけ

用
よう

水
すい

は何
なん

のためにあるのか調
しら

べてみよう。

・宮
みや

竹
たけ

用
よう

水
すい

を使
つか

ってどのようにして発
はつ

電
でん

をして

いるのか調
しら

べてみよう。

・七
しち

ケ
か

用
よう

水
すい

についても調
しら

べてみよう。

SDGsへの取り組み

データ

翠ヶ丘浄化センター

連 絡 先	 〒929-0126	

	 石川県能美市山口町ト75

	 Tel	0761-21-1882

調
しら

べてみよう

・１年
ねん

間
かん

にどれくらいの汚
お

水
すい

を処
しょ

理
り

しているの

か調
しら

べてみよう。

・汚
お

水
すい

と雨
あま

水
みず

はどうやって分
わ

けているのか調
しら

べ

てみよう。

・微
び

生
せい

物
ぶつ

の働
はたら

きについて調
しら

べてみよう。

・汚
お

水
すい

を処
しょ

理
り

した後
あと

に残
のこ

る汚
お

泥
でい

はどうなるのか

調
しら

べてみよう。

SDGsへの取り組み
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データ

小松マテーレ　ファブリック・ラボラトリー

[ fa-bo (ファーボ) ]
住　　所	 〒929-0124

	 能美市浜町ヌ167番地

	 小松マテーレ本社工場内

Ｔ Ｅ Ｌ	 0761-58-0374

開館時間	 10:00～17:00

定 休 日	 火曜日（年末年始、GW、お盆期間）

料　　金	 見学無料、体験コーナー	500円(税込)/人 SDGsへの取り組み

　「ファーボ」の建
たて

物
もの

「カボコーマ」（炭
たん

素
そ

せんい複
ふく

合
ごう

材
ざい

料
りょう

）

染
せん

色
しょく

体
たい

験
けん

編
あ

み物
もの

体
たい

験
けん

オリジナルクッション作
づく

り

「カボコーマ」

小
こ

松
まつ

マテーレの工
こう

場
じょう

内
ない

未
み

来
らい

の都
と

市
し

（ジオラマ） 空
そら

飛
と

ぶ車
くるま

小
こ

松
まつ

マテーレ　ファーボ（浜
はま

町
まち

） 最
さい

新
しん

の技
ぎ

術
じゅつ

がズラリとならぶ

見
けん

学
がく

コースに来
き

ました。小
こ

松
まつ

マテーレ

の開
かい

発
はつ

した最
さい

新
しん

の技
ぎ

術
じゅつ

を見
み

ることがで

きるわ。「カボコーマ」は、「軽
かる

くて（鉄
てつ

の １ / 5 )、強
つよ

く、さびない」材
ざい

料
りょう

よ。か

んたんに持
も

ち上
あ

げることができるよ。

「カボコーマ」は、「ファーボ」の建
たて

物
もの

の補
ほ

強
きょう

に使
つか

われているのよ。外
そと

にカーテン

のように張
は

られたロープ状
じょう

のものだよ。

清
きよ

水
みず

寺
でら

などの文
ぶん

化
か

財
ざい

の地
じ

震
しん

対
たい

策
さく

にも使
つか

われているのよ。すごいでしょ。

小
こ

松
まつ

マテーレが考
かんが

える「未
み

来
らい

の都
と

市
し

」の

ジオラマがあるわ。環
かん

境
きょう

に配
はい

慮
りょ

された

技
ぎ

術
じゅつ

を見
み

つけたり夢
ゆめ

の技
ぎ

術
じゅつ

を考
かんが

えたり

するのは楽
たの

しいわ。

「空
そら

飛
と

ぶ車
くるま

」のボディは、せんいで出
で

来
き

ているのよ。実
じつ

現
げん

するといいわね。

対象：５年生

調
しら

べてみよう

・小
こ

松
まつ

マテーレは、どんな最
さい

新
しん

技
ぎ

術
じゅつ

の素
そ

材
ざい

の開
かい

発
はつ

に取
と

り組
く

んでい

るか調
しら

べてみよう。

・小
こ

松
まつ

マテーレで行
おこな

われている

SDGsの取
と

り組
く

みについて調
しら

べ

てみよう。

小
こ

松
まつ

マテーレの工
こう

場
じょう

内
ない

を見
み

ることがで

きるのだ。大
おお

きなガラス窓
まど

から、清
せい

潔
けつ

で安
あん

全
ぜん

に気
き

を配
くば

られた工
こう

場
じょう

内
ない

と働
はたら

く人
ひと

のようすを見
けん

学
がく

できるのだ。こんなに

近
ちか

くで見
み

られるのはラッキーだぞ。

見
けん

学
がく

では、働
はたら

く人
ひと

のようすや説
せつ

明
めい

から働
はたら

きがいのある職
しょく

場
ば

を知
し

ってほしいのだ。

小
こ

松
まつ

マテーレは、せんいなどを染
そ

める

化
か

学
がく

素
そ

材
ざい

を扱
あつか

う会
かい

社
しゃ

なのだ。

せんいだけでなく医
い

療
りょう

や建
けん

築
ちく

資
し

材
ざい

など

にも取
と

り組
く

んでいるぞ。

「ファーボ」は、工
こう

場
じょう

で捨
す

てられる廃
はい

棄
き

物
ぶつ

を新
あたら

しい物
もの

に生
う

まれ変
か

わらせる「アップ

サイクル」の体
たい

験
けん

ができる施
し

設
せつ

なのだ。

染
せん

色
しょく

体
たい

験
けん

絞
しぼ

り染
ぞめ

などの染
せん

色
しょく

体
たい

験
けん

で、スマホ・メガ

ネ拭
ふ

きやマスクなどをつくってみよう。

編
あ

み物
もの

体
たい

験
けん

端
は

切
ぎ

れを利
り

用
よう

したミサンガなど編
あ

み物
もの

体
たい

験
けん

に挑
ちょう

戦
せん

！さぁ上
じょう

手
ず

に出
で

来
き

るかな？

オリジナルクッション作
づく

り

オリジナルクッションにハギレボール

を詰
つ

め込
こ

んで世
せ

界
かい

に一
ひと

つだけのオリジ

ナルクッションを作
つく

ろう！



− 49 − − 50 −

SDGsへの取り組み

田
た

植
う

え②　横
よこ

一
いち

列
れつ

に並
なら

び苗
なえ

を植
う

える

田
た

植
う

え①　ワクをころがして印
しるし

をつける ハト麦
むぎ

茶
ちゃ

稲
いね

刈
か

り（写
しゃ

真
しん

3 枚
まい

は宮
みや

竹
たけ

小
しょう

学
がっ

校
こう

５ 年
ねん

生
せい

）

姫
ひめ

九
く

谷
たに

JAグリーン「能
の

美
み

の市
いち

」

学
がくどう

童農
のうえん

園で米
こめ

づくり体
たいけん

験 ６次
じ

産
さん

業
ぎょう

で価
か

値
ち

を高
たか

めるJA能
の

美
み

（能
の

美
み

農
のう

業
ぎょう

協
きょう

同
どう

組
くみ

合
あい

） 地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

　JA能
の み

美は、学
がくどう

童農
のうえん

園の取
と

り組
く

みをして

いるわ。市
し

内
ない

小
しょう

学
がっ

校
こう

４ 校
こう

の 5 年
ねんせい

生が、米
こめ

づくりの体
たいけん

験をして、米
こめ

の生
せいさん

産と食
しょくりょう

料の

大
たいせつ

切さを知
し

る学
がく

習
しゅう

の場
ば

になっているの。

　今
いま

は、農
のう

業
ぎょう

機
き

械
かい

で行
おこな

う田
た う

植えや稲
いね

刈
か

り

は、むかしはすべて手
て

作
さ

業
ぎょう

だったのよ。

　「姫
ひめ

九
く

谷
たに

」は、JA能
の み

美が販
はんばい

売する減
げん

農
のう

薬
やく

で有
ゆう

機
き

肥
ひ

料
りょう

を使
つか

って育
そだ

てたお米
こめ

なの。

コシヒカリの中
なか

でもおいしいと言
い

われ

るわ。味
あじ

の秘
ひ

密
みつ

は、こだわりの有
ゆう

機
き

肥
ひ

料
りょう

にありそうよ。「土
つち

づくり」にこだわ

る生
せいさんしゃ

産者の気
き も

持ちが伝
つた

わるわ。どんな

肥
ひ

料
りょう

かしら？

対象：５年生

調
しら

べてみよう

・米
こめ

づくり体
たいけん

験をして感
かん

じたことをまとめてみよう。

・JA能
の み

美の「６次
じ

産
さん	ぎょう

業」の取
と

り組
く

みを調
しら

べてみよう。

・「地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

」の良
よ

い点
てん

を具
ぐ

体
たい

的
てき

に農
のうさんぶつせいさん

産物生産と流
りゅう

通
つう

と消
しょう

費
ひ

者
しゃ

と

の関
かんけい

係で調
しら

べて考
かんが

えよう。

データ

能美農業協同組合（JA能美）
電　　話	 0761-57-3505（代）

Ｆ Ａ Ｘ	 0761-58-6410

住　　所	 能美市粟生町ヨ1番地

　能
の み し

美市は、ハトムギの特
とく

産
さん

地
ち

なのだ。

末
すえのぶまち

信町で、栽
さいばい

培しているぞ。JA能
の み

美は、

手
て

取
どり

川
がわ

の水
みず

を使
つか

ってハトムギをお茶
ちゃ

に

加
か  こ う

工しているのだ。ティーパックやペッ

トボトル飲
いん

料
りょう

などで販
はんばい

売されているぞ。

　ラベルに「地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

」と書
か

いてあるのだ。

　JA能
の み

美は、「 6 次
じ

産
さんぎょう

業」にがんばって

取
と

り組
く

んでいるので、このほかにも商
しょう

品
ひん

があるぞ。

　JAグリーン能
の み

美「能
の み

美の市
いち

」は、新
しん

鮮
せん

で安
やす

くて安
あんしん

心な品
しなもの

物が買
か

えるぞ。地
じ

元
もと

の農
のう

家
か

が作
つく

った野
や  さ い

菜や果
くだもの

物や農
のう

産
さん

加
か

工
こう

品
ひん

があるのだ。

　つくった農
のう

家
か

の人
ひと

の名
な

前
まえ

がわかるの

で「顔
かお

が見
み

える」安
あんしんかん

心感が人
にん

気
き

。JA能
の み

美

はここでも「地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

」をめざしている

のだ。

　田
た う

植えの準
じゅん

備
び

は、田
た

をきれいにならし

た後
あと

、ワクをころがして（田
た う

植え①）印
しるし

を

つけるのだ。なかなか難
むずか

しい作
さ

業
ぎょう

なのだ。

　いよいよ田
た う

植え（田
た う

植え②）。タテとヨ

コの線
せん

の交
まじ

わった所
ところ

に、苗
なえ

を 2 ～ 3 本
ぼん

植
う

え付
つ

けるのだ。浅
あさ

くても、深
ふか

くても

ダメ。どろの中
なか

で足
あし

を取
と

られるのでゆっ

くりゆっくり進
すす

むのだ。

　稲
いね

刈
か

り作
さ

業
ぎょう

は、暑
あつ

いけど長
ながそで

袖と長
なが

ズボ

ンでやろうね。手
て

袋
ぶくろ

もしてね。鎌
かま

はノコ

ギリのついた歯
は

で、稲
いね

の株
かぶ

を一
ひと

つ一
ひと

つサ

クサクと刈
か

るの。刈
か

った稲
いね

は、刈
か

り取
と

っ

た株
かぶ

の上
うえ

にていねいに倒
たお

して置
お

いてね。

　稲
いな

穂
ほ

がしっかり実
みの

っていることを確
たし

かめるといいよ。これが、お米
こめ

になるの

よ。日
に

本
ほん

人
じん

の主
しゅ しょく

食は、お米
こめ

なの。大
たいせつ

切

にしようね。

４月
がつ

９月
がつ

ことば　６次
じ

産
さん

業
ぎょう

　第
だい

１次
じ

産
さん

業
ぎょう

の農
のう

業
ぎょう

生
せい

産
さん

者
しゃ

が、第
だい

２次
じ

産
さん

業
ぎょう

（製
せいぞう

造・加
か	こう

工）と第
だい

３次
じ

産
さん

業
ぎょう

（販
はんばい

売・

サービス）にも取
と

り組
く

んで生
せいさんぶつ

産物の価
か ち

値

を高
たか

め、所
しょとく

得を増
ふ

やすことをめざすこ

とをいう。
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能
の

美
み

市
し

の特
とく

産
さん

品
ひん

ふるさとの特
と く

産
さ ん

品
ひ ん

を育
そ だ

てる

農
のう

家
か

の加
か

工
こう

品
ひん

がブランドをめざす

農
のう

産
さん

物
ぶつ

を作
つく

って加
か

工
こう

して、売
う

ることを６次
じ

産
さん

業
ぎょう

とよぶの。

能
の

美
み

市
し

には自
し

然
ぜん

を生
い

かし、工
く

夫
ふう

した特
とく

産
さん

品
ひん

があるのだ。

丸
まる

いも植
う

え付
つ

け（福
ふく

岡
おか

町
まち

）

福
ふく

岡
おか

小
しょう

学
がっ

校
こう

3 年
ねん

生
せい

は、岡
おか

元
もと

農
のう

場
じょう

の協
きょう

力
りょく

で丸
まる

いもを育
そだ

て

ている。 5月
がつ

に植
う

え付
つ

けた種
たね

イモは、11月
がつ

に収
しゅう

穫
かく

する。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

国
こく

造
ぞう

ゆず（国
こく

造
ぞう

地
ち

区
く

）

和
わ

気
け

小
しょう

学
がっ

校
こう

5 年
ねん

生
せい

は 1 年
ねん

を通
とお

して、

国
こく

造
ぞう

ゆずの学
がく

習
しゅう

をしている。秋
あき

には、

ゆずの収
しゅう

穫
かく

や調
ちょう

理
り

を体
たい

験
けん

する。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

農
のう

場
じょう

見
けん

学
がく

（牛
うし

島
じま

町
まち

）

たけもと農
のう

場
じょう

へは、寺
てら

井
い

小
しょう

学
がっ

校
こう

と湯
ゆ

野
の

小
しょう

学
がっ

校
こう

が農
のう

場
じょう

見
けん

学
がく

をしている。イ

タリア米
まい

で 6次
じ

産
さん

業
ぎょう

をめざしている。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

加
か

賀
が

丸
まる

いも

丸
まる

いもの根
ね

切
き

り作
さ

業
ぎょう

（福
ふく

岡
おか

小
しょう

）

加
か

賀
が

丸
まる

いもでつくった焼
しょう

酎
ちゅう

「のみよし」

加
か

賀
が

丸
まる

いも

大
たい

正
しょう

時
じ

代
だい

に、五
ご

間
けん

堂
どう

町
まち

の澤
さわ

田
だ

仁
に

三
さ

松
まつ

と

秋
あき

田
た

忠
ちゅう

作
さく

が伊
い

勢
せ

参
まい

りの際
さい

、食
た

べておい

しかった「伊
い

勢
せ

いも」を「家
か

族
ぞく

に食
た

べさせ

たい」と思
おも

い持
も

ち帰
かえ

って栽
さい

培
ばい

したのが始
はじ

まりなのよ。昭
しょう

和
わ

九
く

年
ねん

の手
て

取
どり

川
がわ

大
だい

洪
こう

水
ずい

で粘
ねん

土
ど

質
しつ

の田
た

んぼに川
かわ

砂
ずな

が混
ま

ざりこん

で土
ど

壌
じょう

が変
へん

化
か

したことから丸
まる

いいもが

できるようになったのよ。

本
ほん

格
かく

　加
か

賀
が

丸
まる

芋
いも

焼
しょう

酎
ちゅう

「のみよし」は加
か

賀
が

丸
まる

いもからできているのよ。能
の

美
み

市
し

のふ

るさと納
のう

税
ぜい

返
へん

礼
れい

品
ひん

に加
か

賀
が

丸
まる

いもを使
つか

っ

た商
しょう

品
ひん

がたくさん採
さい

用
よう

されているわ。

小
しょう

学
がく

生
せい

も丸
まる

いものひげとり作
さ

業
ぎょう

に参
さん

加
か

しているのだ。先
せん

祖
ぞ

が持
も

ち帰
かえ

ってでき

た加
か

賀
が

丸
まる

いも生
せい

産
さん

を伝
でん

承
しょう

し、後
こう

継
けい

者
しゃ

へ

と引
ひ

き継
つ

いでくれる人
ひと

が出
で

てくるとい

いのだ。

データ

加賀丸いも
連 絡 先	 JA根上（根上農業協同組合）

	 （南加賀地区丸いも協議

会事務局）

	 0761-55-1104

住　　所	 能美市大成町リ40番地

岡
おか

元
もと

農
のう

場
じょう

の岡
おか

元
もと

豊
ゆたか

さんの話
はなし

やまのいもを海
うみ

の近
ちか

くで育
そだ

てるために、畝
うね

を高
たか

くした

り、棒
ぼう

をさしてつるを巻
ま

きつかせたり工
く

夫
ふう

をする中
なか

で、

丸
まる

くて大
おお

きくて、おいしい丸
まる

いもができてきました。

23歳
さい

から「加
か

賀
が

丸
まる

いも」をつくっていますが、これから

は先
せん

輩
ぱい

が私
わたし

に教
おし

えてくれたことを、同
おな

じように後
こう

継
けい

者
しゃ

に

伝
つた

え育
そだ

てたいと思
おも

っています。丸
まる

いもづくりを通
つう

じて多
おお

くの人
ひと

とつながりを持
も

つことができ、私
わたし

自
じ

身
しん

を育
そだ

てても

らったと感
かん

謝
しゃ

しています。

SDGsへの取り組み
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データ

国造ゆず（国造柚子生産組合）
住　　所	 能美市三ツ口町28

関連施設	 こくぞう里山公園交流館

	 能美市和気町い21-1

メ　　モ	 能美市産業交流部

	 農林課

電　　話	 0761-58-2256

Ｆ Ａ Ｘ	 0761-58-2297

データ

たけもと農場
電　　話	 0761-57-1919

Ｆ Ａ Ｘ	 0761-57-1848

住　　所	 能美市牛島町ロ175番地

SDGsへの取り組み

SDGsへの取り組み

たけもと農
のう

場
じょう

の竹
たけ

本
もと

さんの話
はなし

　代
だい

々
だい

、専
せん

業
ぎょう

農
のう

家
か

として主
おも

に米
こめ

を作
つく

っています。社
しゃ

員
いん

と

力
ちから

を合
あ

わせて、生
せい

産
さん

から販
はん

売
ばい

までやっています。

　今
いま

は、農
のう

家
か

が自
じ

分
ぶん

で作
つく

った米
こめ

を自
じ

由
ゆう

に売
う

ることができ

るようになりました。消
しょう

費
ひ

者
しゃ

に安
あん

全
ぜん

でおいしい米
こめ

を手
て

軽
がる

に食
た

べていただくために、いろいろな工
く

夫
ふう

ができるので

やりがいがあります。

　イタリア米
まい

を作
つく

るきっかけは、輸
ゆ

入
にゅう

品
ひん

は値
ね

段
だん

が高
たか

いの

で、地
じ

元
もと

で作
つく

ってみないかという提
てい

案
あん

からでした。品
ひん

質
しつ

の良
よ

いコメを苦
く

心
しん

して作
つく

りました。食
しょく

材
ざい

のニーズが多
た

様
よう

化
か

しています。今
いま

は、10品
ひん

種
しゅ

程
てい

度
ど

の米
こめ

を作
つく

り、外
がい

国
こく

米
まい

の国
こく

産
さん

化
か

や地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

をめざしています。

トラクターに乗
の

る体
たい

験
けん

特
とく

産
さん

物
ぶつ

の国
こく

造
ぞう

ゆず

収
しゅう

穫
かく

の体
たい

験
けん

活
かつ

動
どう

国
こく

造
ぞう

ゆずを使
つか

った商
しょう

品
ひん

イタリア米
まい

で作
つく

ったリゾットのキット

いろいろな米
こめ

多
おお

くの商
しょう

品
ひん

開
かい

発
はつ

国
こく

造
ぞう

ゆずたけもと農
のう

場
じょう

（牛
うし

島
じま

町
まち

）

大
おお

型
がた

の田
た

植
う

え機
き

やコンバインやトラク

ターがあって、乗
の

せてもらったのだ。 １

台
だい

が １ 千
せん

万
まん

円
えん

もする機
き

械
かい

もあるのだ。

大
おお

型
がた

圃
ほ

場
じょう

に大
おお

型
がた

機
き

械
かい

で作
さ

業
ぎょう

ができるの

で、少
すく

ない労
ろう

力
りょく

で米
こめ

を作
つく

ることができ

るようになったのだ。

和
わ

気
け

町
まち

の丘
きゅう

陵
りょう

のゆず団
だん

地
ち

を中
ちゅう

心
しん

として

国
こく

造
ぞう

ゆずの木
き

が約
やく

７00本
ぽん

、有
ゆう

機
き

肥
ひ

料
りょう

栽
さい

培
ばい

されているのよ。

小
しょう

学
がく

生
せい

が「ゆず団
だん

地
ち

」で体
たい

験
けん

活
かつ

動
どう

を行
おこな

っ

ているわよ。木
き

にはとげがあるから気
き

を

つけながらゆずの収
しゅう

穫
かく

をしているのよ。

ゆずは、なべ料
りょう

理
り

やユズみそとして利
り

用
よう

されていることに加
くわ

え、これまで多
おお

くの商
しょう

品
ひん

開
かい

発
はつ

がおこなわれているのよ。

対象：５年生

調
しら

べてみよう

・ゆずづくりの苦
く

労
ろう

について調
しら

べてみよう。

・国
こく

造
ぞう

ゆずはどんな商
しょう

品
ひん

に利
り

用
よう

されているのか調
しら

べてみよう。

「ゆずの里
さと

」として特
とく

産
さん

地
ち

となっている

のは、辰
たつのくち

口温
おん

泉
せん

が「冬
とう

至
じ

のユズ湯
ゆ

」とし

て知
し

られていたことや山
さん

間
かん

集
しゅう

落
らく

でゆず

を日
にち

常
じょう

的
てき

に食
た

べていたからなのだ。

ゆずは、果
か

汁
じゅう

ドリンク、はちみつ、よう

かんなどで商
しょう

品
ひん

化
か

されているのだ。食
しょく

品
ひん

以
い

外
がい

でもハンドクリームとしても使
し

用
よう

されているのだ。

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

、石
いし

川
かわ

県
けん

特
とく

別
べつ

栽
さい

培
ばい

農
のう

産
さん

物
ぶつ

に

認
にん

証
しょう

されているのだ。

たけもと農
のう

場
じょう

では、 ７ 人
にん

の社
しゃ

員
いん

で農
のう

作
さ

業
ぎょう

や販
はん

売
ばい

をしているのよ。米
こめ

のネット通
つう

販
はん

で産
さん

地
ち

直
ちょく

送
そう

をしているのね。全
ぜん

国
こく

か

ら注
ちゅう

文
もん

があるの。ホームページにさま

ざまな米
こめ

の商
しょう

品
ひん

が並
なら

んでいるので、料
りょう

理
り

に応
おう

じて米
こめ

を選
えら

べるの。レストラン

や寿
す

司
し

屋
や

へも販
はん

売
ばい

しているよ。

イタリア米
まい

で作
つく

ったリゾットのキット

は、たけもと農
のう

場
じょう

で生
せい

産
さん

された米
こめ

でで

きているのだ。能
の

登
と

のキノコが入
はい

って

いるのでまさに地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

なのだ。のみ

ブランド認
にん

定
てい

品
ひん

なのだ。

パエリヤ向
む

きのスペイン米
まい

も生
せい

産
さん

して

いるのだ。輸
ゆ

入
にゅう

に頼
たよ

らない、食
しょく

料
りょう

の持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な農
のう

業
ぎょう

の姿
すがた

なのだ。
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能
の

美
み

市
し

の自
し

然
ぜん

と景
けい

観
かん

動
ど う

植
し ょ く

物
ぶ つ

の宝
ほ う

庫
こ

　蟹
が ん  ぶ ち

淵

美
うつく

しいふるさとをめぐろう

能
の

美
み

市
し

には貴
き

重
ちょう

な自
し

然
ぜん

がたくさんあるわよ。

代
だい

表
ひょう

的
てき

な７つのスポットを紹
しょう

介
かい

しているのだ。

総
そう

落
らく

差
さ

50ｍの美
うつく

しい滝
たき

が流
なが

れる名
めい

勝
しょう

があ

る。古
ふる

くからしたわれる 7つの滝
たき

がある

「七
なな

ツ滝
だき

」である。 6つの滝
たき

には遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

も

整
せい

備
び

され、四
し

季
き

折
おり

々
おり

の多
た

様
よう

な動
どう

植
しょく

物
ぶつ

を見
み

ることができる。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

能
の

美
み

市
し

の自
し

然
ぜん

の秘
ひ

境
きょう

の地
ち

を訪
おとず

れて

みよう。貴
き

重
ちょう

な動
どう

物
ぶつ

や植
しょく

物
ぶつ

を目
め

に

する所
ところ

がたくさんある。

その中
なか

でも「がんぶち」は動
どう

植
しょく

物
ぶつ

の

豊
ゆた

かな環
かん

境
きょう

から、能
の

美
み

市
し

の天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

に指
し

定
てい

されている場
ば

所
しょ

である。

「化
ば

けガニ伝
でん

説
せつ

」が残
のこ

るほど神
しん

秘
ぴ

的
てき

な淵
ふち

であり、モリアオガエルの産
さん

卵
らん

時
じ

期
き

は、木
き

々
ぎ

にさながら白
しろ

い花
はな

が咲
さ

いたようになる。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

初
しょ

夏
か

にあざやかな

ピンクの花
はな

を咲
さ

か

せるハマナスが根
ね

上
あがり

海
かい

岸
がん

沿
ぞ

いでみら

れる。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

海
かい

岸
がん

線
せん

を守
まも

る地
じ

元
もと

の宝
たから

ハマナス群
ぐん

生
せい

地
ち

ハマナスとは、北
ほっ

方
ぽう

系
けい

のバラ科
か

の植
しょく

物
ぶつ

で 5 月
がつ

から ７ 月
がつ

にかけてピンクの花
はな

を

咲
さ

かせる植
しょく

物
ぶつ

なのだ。

７ 月
がつ

から 8 月
がつ

には赤
あか

い実
み

をつけるのだ。

一
いち

時
じ

は開
かい

花
か

数
すう

が減
へ

り、枯
こ

死
し

していくこ

とも心
しん

配
ぱい

されたのだが、砂
すな

や風
かぜ

を防
ふせ

ぐ

垣
かき

が整
せい

備
び

されたり、ハマナスを増
ふ

やす

などの保
ほ

護
ご

活
かつ

動
どう

が市
し

で行
おこな

われたりして

いるのだ。また、海
かい

岸
がん

線
せん

の砂
すな

浜
はま

を守
まも

る

活
かつ

動
どう

も行
おこな

われているのだ。

調
しら

べてみよう

・ハマナスの特
とく

徴
ちょう

について調
しら

べてみよう。

・ハマナスの保
ほ

護
ご

活
かつ

動
どう

について調
しら

べてみ

よう。

・海
かい

岸
がん

線
せん

の環
かん

境
きょう

保
ほ

護
ご

活
かつ

動
どう

について調
しら

べて

みよう。

ハマナスはほのかに甘
あま

い香
かお

りがあり、 5

月
がつ

中
ちゅう

旬
じゅん

頃
ごろ

の満
まん

開
かい

時
じ

には群
ぐん

落
らく

周
しゅう

辺
へん

はその

甘
あま

い香
かお

りに包
つつ

まれるから、海
かい

岸
がん

線
せん

の遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

を歩
ある

いてみるといいわよ。

能
の

美
み

市
し

合
がっ

併
ぺい

１0 周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

曲
きょく

「Song Of 

Nomi」で「ハマナス咲
さ

く海
かい

岸
がん

線
せん

できれ

いな空
そら

を見
み

上
あ

げた」と歌
うた

われたハマナス

は、能
の

美
み

市
し

の天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

に指
し

定
てい

されて

いる花
はな

なのよ。

SDGsへの取り組み

データ

ハマナス群生地
住　　所	 能美市寺井町を１−１

関連施設	 能美ふるさとミュージアム

メ　　モ	 上記施設でハマナスの紹介コーナー有り

	 展示観覧料　高校生以下無料

電　　話	 0761-58-5250

モリアオガエルの産
さん

卵
らん

七
なな

ツ滝
だき

の「二
に

の滝
たき

」

ハマナスの花
はな

風
かぜ

と砂
すな

を防
ふせ

ぐ垣
かき

根
ね

上
あがり

海
かい

岸
がん
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SDGsへの取り組み

水
すい

害
がい

記
き

念
ねん

碑
ひ

手
て

取
どり

川
がわ

水
みず

辺
べ

プラザ入
いり

口
ぐち

ため石
いし

自
し

然
ぜん

を生
い

かした交
こう

流
りゅう

しせつ 絵
え

のような四
し

季
き

を通
つう

じた眺
なが

め手
て

取
どり

川
がわ

水
みず

辺
べ

プラザ 七
なな

ツ滝
だき

「親
しん

水
すい

」は水
みず

辺
べ

の動
どう

植
しょく

物
ぶつ

が観
かん

察
さつ

できる場
ば

「交
こう

流
りゅう

広
ひろ

場
ば

」は多
た

目
もく

的
てき

に活
かつ

用
よう

する場
ば

「サービス」は拠
きょ

点
てん

の総
そう

合
ごう

案
あん

内
ない

センター

の 3 つのゾーンが整
せい

備
び

されているわよ。

美
うつく

しい大
だい

小
しょう

７ つの滝
たき

からなる七
なな

ツ滝
だき

。

「一
いち

の滝
たき

」に始
はじ

まり、二
ふた

つめの大
おお

滝
たき

、下
か

流
りゅう

にある「七
なな

の滝
たき

」は、瀧
たき

浪
なみ

神
じん

社
じゃ

前
まえ

にあ

るわよ。

「二
に

の滝
たき

」は約
やく

１2ｍの落
らく

差
さ

があり、迫
はく

力
りょく

のある姿
すがた

を見
み

ることができるわよ。

近
ちか

くには小
こ

屋
や

があり、ナラの木
き

などを

使
つか

って良
よ

い炭
すみ

を焼
や

いているのよ。

対象：４年生

「一
いち

の滝
たき

」から「七
なな

の滝
たき

」までの流
なが

れが約
やく

１ ㎞もあるのだ。

「一
いち

の滝
たき

」には滝
たき

の主
ぬし

である大ウナギが

住
す

むという民
みん

話
わ

があるのだ。

古
いにしえ

から信
しん

仰
こう

の場
ば

として大
たい

切
せつ

にされてき

た七
なな

ツ滝
だき

なのだ。滝
たき

だけでなくシダ植
しょく

物
ぶつ

やハンショウヅルなど貴
き

重
ちょう

な植
しょく

物
ぶつ

も

見
み

ることができるのだ。

春
はる

から夏
なつ

にかけてツバメやアオサギ、夏
なつ

から秋
あき

にかけてカモメや国
くに

の天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

となっているオジロワシがやってく

るのだ。

水
すい

防
ぼう

倉
そう

庫
こ

の近
ちか

くには災
さい

害
がい

用
よう

のヘリポー

トもあるのだ。

水
みず

辺
べ

植
しょく

物
ぶつ

やアユやウグイなどの魚
さかな

がみ

られるのよ。

野
や

鳥
ちょう

は１４0種
しゅ

類
るい

が観
かん

察
さつ

されるわよ。

「ため石
いし

」は、蛇
じゃ

かごや川
かわ

倉
くら

（今
いま

のテトラ

ポット）の中
なか

につめる石
いし

で、いざという

時
とき

のために堤
てい

防
ぼう

の上
うえ

にきちんとつまれ

ているのよ。

手
て

取
どり

川
がわ

には洪
こう

水
ずい

の悲
ひ

惨
さん

な歴
れき

史
し

があるの

だ。明
めい

治
じ

29年
ねん

（１896年
ねん

）の洪
こう

水
ずい

の様
よう

子
す

を

知
し

ることができる水
すい

害
がい

記
き

念
ねん

碑
ひ

が近
ちか

くに

あるのだ。

対象：４年生

データ

七ツ滝

住　　所	 能美市長滝町地内

交　　通	 駐車場有（滝の近く）

メ　　モ	 上流の６つの滝には遊歩道

有り

データ

手取川水辺プラザ

住　　所	 能美市山田町497

交　　通	 駐車場有（バス可）

調
しら

べてみよう

・七
なな

ツ滝
だき

の歴
れき

史
し

について調
しら

べてみよう。

・「七
なな

ツ滝
だき

の大
おお

うなぎ」の民
みん

話
わ

を調
しら

べてみよう。

・炭
すみ

焼
や

きについて調
しら

べてみよう。

調
しら

べてみよう

・手
て

取
どり

川
がわ

の近
ちか

くにはどのような植
しょく

物
ぶつ

や動
どう

物
ぶつ

が見
み

られるの

か調
しら

べてみよう。

・手
て

取
どり

川
がわ

には洪
こう

水
ずい

を防
ふせ

ぐためのくふうとしてどのような

ことがあるのか調
しら

べてみよう。

・手
て

取
どり

川
がわ

ではどのような洪
こう

水
ずい

があったのか調
しら

べてみよう。

SDGsへの取り組み

「六
ろく

の滝
たき

」長
なが

滝
たき

町
まち

からの登
のぼ

り口
ぐち

「一
いち

の滝
たき

」最
さい

上
じょう

段
だん

の滝
たき
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ルリイトトンボ

モリアオガエルの卵
らん

塊
かい

受
じゅ

精
せい

の様
よう

子
す

紙
かみ

芝
しば

居
い

ハッチョウトンボ

散
さん

策
さく

用
よう

の遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

トンボの楽
らく

園
えん

灯
と だ し の

台笹湿
しっ

地
ち

灯
と だ し の

台笹湿
しっ

地
ち

は、広
ひろ

さ７00平
へい

方
ほう

メートル、

水
すい

深
しん

5 センチの浅
あさ

い湿
しっ

地
ち

なのよ。

かつては休
きゅう

耕
こう

田
でん

だったけど、時
じ

間
かん

がた

つにつれてトンボが増
ふ

えるのに良
よ

い環
かん

境
きょう

になったみたいね。

30種
しゅ

類
るい

のトンボが発
はっ

見
けん

されているのだ。

世
せ

界
かい

最
さい

小
しょう

クラスのハッチョウトンボ

が 5 月
がつ

下
げ

旬
じゅん

から 8 月
がつ

にかけて見
み

られる

のだ。

ハッチョウトンボは、体
たいちょう

長１.5cmぐらい

で １ 円
えん

玉
だま

ぐらいの大
おお

きさなのね。

散
さん

策
さく

用
よう

の遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

を歩
ある

くといろいろな植
しょく

物
ぶつ

が観
かん

察
さつ

できるわよ。

「灯
と だ し の

台笹遺
い

跡
せき

」が近
ちか

くにあるから行
い

って

みるのだ。この場
ば

所
しょ

には、古
ふる

くから人
ひと

が

住
す

んでいて、約
やく

１ 万
まん

5 千
せん

年
ねん

前
まえ

の旧
きゅう

石
せっ

器
き

時
じ

代
だい

の石
せっ

器
き

が１0数
すうてん

点見
み

つかっているのだ。

動
どう

植
しょく

物
ぶつ

の宝
ほう

庫
こ

蟹
がん

淵
ぶち

山
やま

道
みち

を登
のぼ

っていくと能
の

美
み

市
し

の天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

に指
し

定
てい

されている神
しん

秘
ぴ

的
てき

な青
あお

緑
みどり

色
いろ

の

水
すい

面
めん

が見
み

えてくるわよ。

モリアオガエルの産
さん

卵
らん

する様
よう

子
す

を見
み

た

わよ。一
いっ

匹
ぴき

のメスの背
せ

中
なか

に複
ふく

数
すう

のオス

が群
むら

がり、受
じゅ

精
せい

が行
おこな

われるのよ。

昔
むかし

から伝
つた

えられている「化
ば

けカニ」のお

話
はなし

が「がんぶちのぬし」として紙
かみ

芝
しば

居
い

に

まとめられているわよ。

対象：４年生

梅
つ

雨
ゆ

の頃
ころ

、木
き

の枝
えだ

に、モリアオガエル

の数
すう

百
ひゃく

個
こ

の白
しろ

い卵
らん

塊
かい

を見
み

ることができ

るのだ。

ここでは、ルリイトトンボやヒツジグ

サなどのとてもめずらしい多
た

種
しゅ

多
た

様
よう

な

動
どう

植
しょく

物
ぶつ

を見
み

ることができるのだ。

対象：４年生

データ

能美市鍋谷町地内 
（能美市天然記念物指定）

連 絡 先 	 能美ふるさとミュージアム

	 0761-58-5250

メ　　モ	 登山口駐車スペースから徒

歩約30分

	 長そで長ズボンの服装

調
しら

べてみよう

・モリアオガエルはどのようにして卵
たまご

を産
う

むのか調
しら

べてみよう。

・がんぶちでは、その他
ほか

にどのような動
どう

植
しょく

物
ぶつ

が見
み

ら

れるのか調
しら

べてみよう。

・「がんぶちのぬし」の紙
かみ

芝
しば

居
い

はどのようなお話
はなし

なの

か調
しら

べてみよう。

SDGsへの取り組み

突
とつ

然
ぜん

大
だい

合
がっ

唱
しょう

データ

灯台笹湿地 

住　　所	 能美市灯台笹町

連絡先	 能美ふるさとミュージアム

	 0761-58-5250

メ　　モ	 駐車スペースは車１台程度

調
しら

べてみよう

・灯
と だ し の

台笹湿
しっ

地
ち

にはどのようなトンボが見
み

られるのか

調
しら

べてみよう。

・ハッチョウトンボについてくわしく調
しら

べてみよう。

・灯
と だ し の

台笹湿
しっ

地
ち

の近
ちか

くにある「灯
と だ し の

台笹遺
いせき

跡」とは、どの

ような場
ば

所
しょ

なのか調
しら

べてみよう。

SDGsへの取り組み



− 61 − − 62 −

データ

虚空蔵山

所 在 地	 能美市和気町和気小学校裏

連 絡 先	 能美の里山ファン倶楽部

	 0761-51-2308

	 info@nominosatoyama.com

見学時間	 約60分

駐 車 場	 和気小学校体育館脇

大
おお

手
て

門
もん

の道
みち

山
さん

頂
ちょう

間
ま

近
ぢか

からのながめ

頂
ちょう

上
じょう

の本
ほん

丸
まる

跡
あと

金
きん

の茶
ちゃ

釜
がま

伝
でん

説
せつ

の岩
いわ

一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

の悲
ひ

運
うん

の城
じょう

跡
せき

虚
こ

空
く

蔵
ぞう

山
やま

虚
こ

空
く

蔵
ぞう

城
じょう

は、室
むろ

町
まち

時
じ

代
だい

から戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

に築
きず

かれた山
やま

城
じろ

で、約
やく

１00年
ねん

ほど続
つづ

いたのよ。

室
むろ

町
まち

時
じ

代
だい

には加
か

賀
が

国
のくに

の守
しゅ

護
ご

職
しょく

を兄
あに

の富
と

樫
がし

政
まさ

親
ちか

と争
あらそ

った富
と

樫
がし

幸
ゆき

千
ち

代
よ

が城
じょう

主
しゅ

だと

言われているわ。

戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

は、一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

方
がた

として荒
あら

川
かわ

一
いち

助
すけ

が織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

軍
ぐん

と戦
たたか

ったのだ。また、虚
こ

空
く

蔵
ぞう

城
じょう

が攻
せ

められた時
とき

、地
ち

域
いき

の人
ひと

々
びと

は、

さかんに「追
お

い出
だ

し太
だ い こ

鼓」を打
う

ち鳴
な

らし、

敵
てき

をひるませたのだ。

この太
た い こ

鼓の響
ひび

きは、伝
でん

統
とう

の「虚
こ

空
く

蔵
ぞう

太
だ い こ

鼓」

として今
いま

も保
ほ

存
ぞん

されているわよ。

頂
ちょう

上
じょう

までもう少
すこ

し！途
と

中
ちゅう

に、遠
とお

く海
うみ

ま

で見
み

える場
ば

所
しょ

があるわよ。

山
さん

頂
ちょう

近
ちか

くに、 5 メートル以
い

上
じょう

もある黒
くろ

岩
いわ

と言
い

われている大
おお

きな岩
いわ

を見
み

つけた

わよ！この岩
いわ

には「金
きん

の茶
ちゃ

釜
がま

伝
でん

説
せつ

」とい

う言
い

い伝
つた

えがあるのよ。

虚
こ

空
く

蔵
ぞう

城
じょう

跡
せき

の標
ひょう

高
こう

１3７ｍの頂
ちょう

上
じょう

部
ぶ

分
ぶん

に本
ほん

丸
まる

があったのだ。

データ

和田山古墳群
連 絡 先	 能美ふるさとミュージアム

	 0761-58-5250

交　　通	 駐車場有	 	

（バス可）

SDGsへの取り組み

SDGsへの取り組み

ふるさと歴
れき

史
し

の広
ひろ

場
ば

(イメージ絵
え

）

和
わ

田
だ

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

和
わ

田
だ

山
やま

城
じょう

本
ほん

丸
まる

跡
あと

（和
わ

田
だ

山
やま

９ 号
ごう

墳
ふん

）

和
わ

田
だ

山
やま

　歴
れき

史
し

の広
ひろ

場
ば

と自
し

然
ぜん

新
あたら

しくなる「ふるさと歴
れき

史
し

の広
ひろ

場
ば

」は、すべ

り台
だい

が 2 台
だい

になるの。キャンプ場
じょう

もあるわ。

六
ろっ

角
かく

形
けい

の屋
や

根
ね

の建
たて

物
もの

はいこいの場
ば

になるの。

春
はる

は、桜
さくら

がきれいね。秋
あき

はシイやクリの実
み

やクヌギやコナラのどんぐりがいっぱいと

れるので自
し

然
ぜん

の豊
ゆた

かさを感
かん

じるわ。多
おお

くの

種
しゅ

類
るい

の鳥
とり

がやってくるの。

和
わ

田
だ

山
やま

城
じょう

の本
ほん

丸
まる

の物
もの

見
み

やぐらは、和
わ

田
だ

山
やま

9 号
ごう

墳
ふん

の上
うえ

にたてられていたらしいの。

和
わ

田
だ

山
やま

城
じょう

は、戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

、一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

の和
わ

田
だ

坊
ぼう

主
ず

によって造
つく

られた城
しろ

と言
い

われるわ。

織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

の家
け

来
らい

によって今
いま

のような形
かたち

になったの。

まわりから独
どく

立
りつ

した和
わ

田
だ

山
やま

は、敵
てき

の動
うご

きを発
はっ

見
けん

しやすかったのね。

調
しら

べてみよう

・和
わ

田
だ

山
やま

の植
しょく

物
ぶつ

や鳥
とり

の観
かん

察
さつ

をしてみよう。

・和
わ

田
だ

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

の副
ふく

葬
そう

品
ひん

から古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

の生
せい

活
かつ

を調
しら

べてみよう。

・どんな人
ひと

がほうむられているか調
しら

べてみよう。

・和
わ

田
だ

山
やま

城
じょう

は、どんなの防
ぼう

御
ぎょ

の工
く

夫
ふう

があるか調
しら

べ

てみよう。

調
しら

べてみよう

・虚
こ

空
く

蔵
ぞう

城
じょう

の歴
れき

史
し

を調
しら

べてみよう。

・虚
こ

空
く

蔵
ぞう

太
だいこ

鼓のいわれについて調
しら

べてみよう。

・虚
こ

空
く

蔵
ぞう

山
やま

の「金
きん

の茶
ちゃ

釜
がま

伝
でん

説
せつ

」について調
しら

べてみよう。

・虚
こ

空
く

蔵
ぞう

山
やま

の貴
き

重
ちょう

な植
しょく

物
ぶつ

である「ササユリ」について

調
しら

べてみよう。

和
わ

田
だ

山
やま

の尾
お

根
ね

には、現
げん

在
ざい

１9個
こ

の古
こ

墳
ふん

が

ならんでいるのだ。そのうち円
えん

墳
ふん

は１４

個
こ

もあるのだ。

和
わ

田
だ

山
やま

5 号
ごう

墳
ふん

は、前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

で末
まつ

寺
じ

町
まち

の

神
じん

社
じゃ

のうらにあるのだ。古
こ

墳
ふん

からのた

くさんの副
ふく

葬
そう

品
ひん

は、能
の

美
み

ふるさとミュー

ジアムで見
み

ることができるのだ。

対象：６年生 対象：６年生



「ふるさと知っとこ in 能美市」について

　石川県教育文化財団は、１９７０年に白山市美川町出身の事業家竹多為治によ
り地域文化や教育の発展を願って設立され、事業を実施してきました。
　２０１８年度から、次世代の子どもたちが郷土の自然・歴史・文化などを知り、
伝承していく一助とするため、「ふるさと学習」の参考資料を作成しております。
　今年度は、能美市の地域資料を作成しました。山から海まで広範囲な地域
です。子どもたちが学ぶ意欲をもって、自ら進んで利用できるよう内容や学
習問題が工夫されています。
　編集にあたり、能美市教育委員会のご協力のもと、地域をよく知る下記の
方々に執筆していただきました。ありがとうございました。
　小学生の「ふるさと学習」に役立つことを願い、能美市や近隣の小学校、ま
た関係機関に配布します。
[既刊（ ４ 冊）…白山市の美川地域、鶴来地域、白山麓地域、松任地域]
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